
「未活知財を覚醒させ、新たな顧客価値 
                  を創造する実践的アプローチ」 
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- Four Twist ﾏﾄﾘｸｽ による社内知財発掘～新たな顧客価値創造 - 

◇ 従来の少数コア発明起点からのアプローチに変えて、多数の発明を俯瞰的に 
   発掘して価値提供を検討する新たなアプローチを構築した。 
 

◇ ターゲット市場におけるテクノロジーと具現化における工夫の仕方、すなわち 
   転用および応用、工夫を学び取り、それらの情報から自社の全知財を棚卸し 
   する。これにより、活用可能性のある多数の発明をいっぺんに発掘できる。 
 

◇ さらに、発掘された発明の結合および融合を通じて、新たな顧客価値の提供を 
   ロジカルに検討することができる。 

ソニー株式会社  永瀬 徳美 
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今更ながら・・・「ＴＲＩＺ」の思考法とは？ 
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■ ひとのやることを素早く知って、ひとのやらないことまで想像・創造 

<< 人による発想だからみんな通る道がある。                        
                            （実践すれば）他人を先回りできる >> 
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保有技術を活かした新たな顧客価値提供の検討 
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新
規 

既
存 

背景：多数特許出願しているが、経営貢献への効率は低下、刈り取りが不十分 
 

課題：既に保有している知財の最大活用と新規開発投資ミニマムの中で、 
    （自社にとって）新たな市場開拓・新たな商品提供を進める 
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保有技術を活かした新たな顧客価値提供の検討 
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    大号令のもとで・・・・ 
      研究開発技術者らは 
 

「今こそ自分たちの発明成果から 
   新たな商品・顧客価値を 
        提供するぞ」 
 

・・・と、己の技術・知財を出発点に 
新たな開発の旅に出る・・・・ 

今までの考え方と何が違う？ 
アプローチを変えずに成果？？ 
        ・・・TRIZの独り言 



技術者によるテーマ探索：従来のアプローチ 
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■ 自分の知財（技術）から可能性探索（現状・現場の活動） 

自分＋周囲のシーズ 

シーズのキーワードで 

応用可能な市場探索 

コアシーズ 
とニーズマッチング 

ビジネス模索 

ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｰｽﾀﾃﾞｨ 

自分の知財 
をコアにして 
ビジネス検討 

従来のテーマ探索 
「今こそ自分たちの発明成果から 

 新たな商品・顧客価値を提供するぞ」 

開発したシーズが簡単に旨く顧客価値に 
繋がるなら、そのシーズ・知財は、 

既に経営貢献しているはず 
 

そうではない（未活用）シーズ＆知財を 
使って(自社にとって）新たな市場・顧客 

価値提供となると、シーズ・ニーズの
マッチングは簡単ではない 
 

にもかかわらず、シーズ発想者がシーズ 
軸から新たな価値提供を考えること自体、 

博打的なのではないか 
（博打も当たるかもしれないが） 

もう少し、 
客観的に、ロジカルに 
検討できないものか 

限定シーズ 
からニーズ発見 

する思考 



未活知財を活用化する新たなアプローチを提案 
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代表市場と特許把握 

先行知財の情報から 
市場価値とシーズ活用の 

工夫の学びと俯瞰 

ALL知財発掘 
転用可能ｼｰｽﾞ探索 

ビジネス模索 

ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｰｽﾀﾃﾞｨ 

転用・応用の 

工夫を学習して 
可能性を展開する 

思考 
 

有望な知財を 

棚卸し・多数発掘から 

新たな価値検討 

新たなテーマ探索法 

■ 市場先行企業の知財情報から学び、社内の発明を多数発掘 

客観性を高め、 
ロジカルに思考 

＋ 
ALL自社知財活用 



「未活知財を覚醒させ、新たな顧客価値を創造する 
実践的アプローチ」の提案 

Copyright © 2014  NARUMINAGASE All Rights Reserved. 7 

■ 基本的なアプローチ 

・自社事業・商品とコア技術をカテゴリーレベルで把握 
・ビジネストレンドなどから市場の開拓（または参入）領域を選定 
・初期検討着手するいくつかの商品イメージを仮設定 

参入領域の 
仮設定 

先行特許から 
価値創出の 
しくみ学習 

実施例から具現化の 
工夫や転用・応用 

の知見を獲得・学習 

・選定市場領域で先行する企業の出願特許情報を入手 
・発明の効能（顧客価値）と原理的な仕組み・作用力を理解、整理 

・技術の転用・応用の学びの視点から、自社全知財を棚卸し 
・活用可能性のある多数の発明を発掘、整理 

・実施例から原理的な仕組み・作用力の具現化のための工夫を理解 
・顧客価値創出に対し、技術の転用・応用の参考情報を獲得、整理 

・発掘発明を最大限に結合・融合、工夫の追加を検討 
・結合と融合の結果と新たな効能（価値提供可能性）を整理 

自社知財 
の棚卸し 

発明を発掘 

発掘発明の 
結合・融合 

新たな価値創出 



「未活知財を覚醒させ、新たな顧客価値を創造する 
実践的アプローチ」の提案 
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参入領域の 
仮設定 

先行特許から 
価値創出の 
しくみ学習 

実施例から具現化の 
工夫や転用・応用 

の知見を獲得・学習 

自社知財 
の棚卸し 

発明を発掘 

発掘発明の 
結合・融合 

新たな価値創出 

① 発明の効能・効果  
     vs. （原理的）しくみ・作用力  

② しくみ・作用力 
    vs. 解決技術手段・工夫 

③ 解決技術手段・工夫  
     vs. 自社知財から発掘発明 

④ 自社知財から発掘発明 
    vs. 新たな顧客価値 

■ ４つの相関マトリクスで思考の途中情報を見える化 

Four Twist ﾏﾄﾘｸｽ 



1 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ち

2 使用上の電気安全性

3 水が口腔内に溜らない

4 安全で快適な口腔内洗浄を連続して行うことができる 

5 要介護の口洗いを楽らく簡単に出来るようにする

6 息を爽やかにする

7 菌を、簡便かつ効率的に分解除去する
8 効率よく、しかも確実に歯磨きをすることができる
9 刷毛の届かない歯間部や歯肉と歯の隙間の歯垢もよく  

10 植毛面積の低下を防ぎ，刷掃能力が維持できる
11 歯の美白及び染み除去を提供する
12 洗浄性を高める
13 きわめて簡単にかつ的確に口腔内の洗浄操作を行う
14 口腔内の清掃を簡易かつ適正に行うことできる
15 歯肉下領域に対する口腔処置の成果がより一層向上す
16 短時間でブラ シの剛毛内に少なくとも部分的になじむ液
17 口腔処理システムに使用するための組成物を提供する
18 複雑な機械操作を不要にし 直感的な操作化
19 器具全体の構成を極めて簡単化
20 狭い口腔内での操作を容易に行う
21 家庭で自由に簡便に使用することができる
22 簡便に練歯磨きを絞出すことができる
23 容易に携帯して使用することができる
24 片手で楽に歯磨きを行うことができる

簡便に練歯磨容器を挿入することができる
26 歯磨き剤が正しく供給される

ブラ シ交換時に歯磨き剤が漏れ出さない
27 口腔ケア組成物の連続的且つ一様な分配を提供する
28 カ バー部材の取り扱いが簡単

29 ジェ ル状歯磨き剤が乾燥したり、変質化するのが防止さ

補充物質の乾燥防止・ポンプ故障防止

衛生 口腔用器具に付着した菌の除去 衛生 ○

製造性 30 組立て作業に要する時間が大きく減少 製造性 ○
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加圧室４内

部では還

流してきた

液体と流入

した気体が

混合状態

となり 羽

こ の軸流

羽根１２１

は、小型、

高揚程の

外部駆動

形ライン ポ

ンプを実現

【発明が解

決しようと

する課題】

従来の技

術では、ポ

ン プの給

水または

【請求項６】

気泡検知

手段が光

透過度セン

サーを備

え、 光透過

度変化を検

注入された

水を酸性水

とアルカリ

水とに電気

分解して、

各々を異な

る流路から

自吸式ポン

プは、一般

的に起動

時には羽

根車の撹

拌作用によ

り気液混

図４におい

て、画像形

成装置は、

Ｎｉ（ニッケ

ル）等から

なる閉ルー

プ状のベル

【構成】 被

検査びん１

に散乱光を

照射する

光源７と、

該光源７に

より照射さ
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また、運転

可能条件

の検出以

外では、外

気 湿度を

無視し 外

【産業上の

利用分野】

本発明は、

水道水、井

戸水などの

原水を電気

分解して

57)【要約】

【目的】 運

転開始初
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な濁り成分

までを容易
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器

遠心型

シールレス

ポンプ及び
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別装置
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器

電解水生

成装置

(57)【要約】 【課

題】従来の自吸

式ポンプは、再

自吸に必要な水

量を残す補水容

積を確保するた

め、非自吸式ポ

ンプと比べサイ

ズが大きくなる

課題があった。

また、吸込口ま

(57)【要約】 【課

題】本発明は回

転数を変化させ

て運転しても効

率が高く、異物

が混入していて

も破砕でき、小

型、高揚程化が

可能なポンプを

提供することを

目的とする。

(57)【要約】 【課

題】配置上の制

約を受けること

なく機器に付帯

できるとともに高

温の水を取り扱

う場合でも大型

化することなく

発熱部を冷却で

きるポンプを提

供することを目

 

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

吐出配管の配

置方向によら

ず、小型であっ

ても運転中に滞

留した気泡を速

やかに排出でき

るターボ型ポン

プを提供するこ

とを目的とする。

(57)【要約】 【課

題】水道水等か

らの水を酸性水

とアルカリ水とに

分解し、冷却し

て吐水するため

には、冷水を貯

水しておいたり、

大型の冷却装

置を備えており、

雑菌の繁殖や

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

無通水運転中に

おける軸受の端

面摩耗を低減で

きる小型の遠心

型シールレスポ

ンプとその軸受

摩耗低減方法を

提供することを

目的とする。

(57)【要約】 【課

題】画像形成装

置の中間転写

体およびこれを

クリーニングす

る中間転写体ク

リーニング手段

の磨耗を低減さ

せつつ中間転

写体に付着した

汚染物質を確実

(57)【要約】 【目

的】ガラスびん

を自動的に色分

別可能とした。

【構成】被検査

びん１に散乱光

を照射する光源

７と、該光源７に

より照射された

被検査びんを撮

影するＣＣＤカメ

(57)【要約】 【目

的】本発明は外

気温度に加えて

外気湿度を考慮

し、適格な雪質

管理を行うこと

のできる人工降

雪装置及び雪

質制御方法を提

供することを目

的とする。 【構

(57)【要約】 【目

的】電解水の成

分濃度を均一に

保つとともに、電

気分解によって

生ずる水素や酸

素や塩素ガス

等が隔膜保持

体の枠体部に滞

留するのを防ぐ

ことを目的とす

(57)【要約】 【目

的】運転開始初

期から微小な濁

り成分までを容

易に濾過し、簡

単な方法で浴水

を殺菌すること

ができ、アストリ

ンゼント効果が

得られる小型で

メンテナンスが

(57)【要約】 【課

題】強酸性水を

生成する電解水

生成装置におい

ては、原水に食

塩水を混合希釈

してこれを電解

槽で電解して強

酸性水とアルカ

リ水を作るが、

アルカリ水が酸

【発明の効果】

以上の説明より

明らかなように、

【発明の効果】

本発明の請求

項１に記載の発

【発明の効果】

本発明では、ド

ライブ手段が発

【発明の効果】

請求項１に記載

された発明は、

【発明の効果】

以上の説明より

明らかなように、

【発明の効果】

以上のように本

発明の遠心型

【発明の効果】

【００３５】 本発明

によれば、ク

【発明の効果】

本発明は上記

の如く構成され

【発明の効果】

（１）本発明によ

る人工降雪装置

【発明の効果】

以上から明らか

なように本発明

【発明の効果】

以上の実施例

から明らかなよ

【発明の効果】

本発明の電解

水生成装置は、

【課題を解決す

るための手段】

この課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、流体

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

本発明は前記

【課題を解決す

るための手段】

この目的を達成
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#

1 ○ ワッシャ―でスペースを設けないと適当な空間が得られないが、を用いると製造がしにくい

2 ○ 排水が適切に行われないと、水が口腔内に溜り、不快感を与え、咽頭部へ垂れて誤飲してしまう

○ 3 ○ 　 吸引口がヘッド部の刷毛の両側（ ２ 箇所） に設けられているため、ヘッド部の幅方向の寸法が広くなる

4 ○ 　 口腔ケア専用機器は複雑構成で高価

5 ○ 　 給水パックの管理が煩雑、吊るすための支柱が必要で大掛かりになる

○ ○ 6 ○ 　 吸引管と、洗浄液給液管とが外部に設けられ、操作が容易ではない

7 ○ 歯ブラシに給水及び排水の水路を設けたいが、内部に配置すると製作に手間がかかり高コストとなる

8 ○ 手に水気があると滑るので内臓された歯磨きが押出されにくい

9 ○ すすぐ力もないお年寄り等の口の中をすすぐのは意外に大変で煩わしい

○ 10 ○ 低コスト化と直感的操作化の改善が必要

11 ○ 電気式にはは感電の危険と持ち運び性の悪さ、給水栓直結では調整が不便

12 ○ 歯ブラシからの通水をO N - O F Fする操作を片手で行うことができず、作業が非効率

13 　 ○ 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ちに対応することが難しい

○ ○ ○ ○ 14 　○ 口内のゆすぎに手間取るとともに、口内の歯磨き粉、食べかす等の完全除去に時間を要する

○ 15 ○ 圧縮空位を使いたいが大掛かりになり、スラリー原料を保持すると大きくなる

○ 16 ○ 流水や吐き出すことを要求されず、飲み込む必要が無く、息を爽やかにする

○ ○ ○ 17 ○ ブラッシング中に、歯に放出できる空気－液体混合物を生成

○ ○ ○ 18 ○ 微粒子が混入されたスプレイは効果が高いが、一般の人が、家庭において自由に使用できない

○ ○ 19 ○ 水量が少ないと超音波のキャビテーションが弱くなる

○ 　 ○ 20 ○ 美白口腔ケアに十分な強度の光を使用するには、専門的な診療室での実施に限られていた

○ ○ ○ ○ ○ 21 ○ 口腔用器具に付着した菌は除去しなければならないが、人体や環境に悪影響があってはいけない

22 ○ 歯ブラシの上で形態を維持し、歯の上に一様且つ滑らかに分配されることが望ましい

23 ○ 粘性が大きいと輸送圧力が増大する

24 ○ 高分子泡安定剤は泡立ちが部分的に補われるが、増粘をもたらす

25 ○ カートリッジ交換においてカバーが不便

26 ○ 途中分離構造としたいが、切り離された時に流出を防止したい

27 ○ 練歯磨き容器の挿入及び取外しの簡単化および簡単な構造化

28 ○ 練り歯磨き剤を付けるにおいて片手で操作できず時間ロスが発生

29 ○ 即座に使用できる歯磨き剤付きがいいが、乾燥したり変質化する

30 ○ 膜式ポンプは安価であるが内容物が乾燥してしまう

　

多層バリアフィルムの補充パックと手動ポンプの構成

#

Goldfire
検索

引用抽出

文書タイトル

発明の名称

要約

発明の効果

手段

給水して超音波付与

美白作用剤と光エネルギーの組み合わせ

光触媒活性及び有機物吸着能を有する材料が、練り込みまたは表面コーティングされている

分配に望ましいレオロジー特性を有する歯磨剤

小さい力のポンプ輸送手段を用いて輸送されるのに最適な粘度にする

高分子量ポリオキシエチレン界面活性剤は粘度を悪くすることなく、泡立ち性能を向上させる

水平動作を昇降動作に変換するポンピング機構

手動ポンプと歯ブラシを直結し、すすぎ水供給

安価な手動部品による構成、給水用指圧ポンプ

調整機能付き給水栓直結方式の水噴霧

指サック型ブラシと手元水路操作

歯ブラシに、給水操作を行うための給水ボタンを設けた

光

増

感

作

用

発明の手段・工夫（技術転用、応用）
軟質材料の膨張性を用いてワッシャ無しで部品を固定する

給水口に近接して排水口を設けた歯ブラシ

ブラシ面以外に吸引口を設け、連通して設けられた排出通路
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柔らかさが異なる部位を有するハンドル外装と練り歯磨きチューブの内蔵

グリップ部内に水歯磨を収納し、該水歯磨を適宜の手段をもってブラシ部に供給する

多層バリアフィルム包袋 に加えて、さらに樹脂フィルム がブラシ部 に被覆されている

液体カートリッジアクセスのいいハンドル部分のカバー構造

漏れだしすることなしに流路分離可能な弁構造

空気圧縮機と、噴霧用アプリケーターをもちいてスラリーと空気を噴霧

さわやかミストを供給する噴霧ポンプ内蔵

空気－液体混合物用アプリケータヘッド構造

マイクロバブル発生及び循環

噴射ノズルに水を供給する洗浄水供給具

シリンダによる給水と手動又は足踏みによる吸引器

給水チューブと径の太い排水チューブ

給水と排水の装置を内蔵した電動歯ブラシ

孔を設けた歯ブラシ装着用背板

マ
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解決された矛盾モデル　　または　　有用作用の改善

光

増

感

作

用

○保存性

製造・保管

保存性

○ ○ ○○ ○○○

○

操作容易性 操作容易性 ○ ○

○○ ○作業性 作業性 ○○ ○

○ ○ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ性 クリーニング性 ○ ○○

○ ○

安全性

口腔内の浄化

安全性

快適性 快適性 ○○

○○

新たな提案その１

給水部に薄い塩水を供給して強酸性水を生成する電解層を組み込み、

◆ 弱い運転ですすぎ時に口腔内の除菌を促す強酸性水を提供、

◆ 強い運転の強酸性水で器具内部を除菌清浄する衛生的システムを提供

新たな提案その２

◆ 自吸性と気泡排出運転が可能な小型のラインポンプで、負圧吸引器不要、

◆ 気泡や食べかすなどの異物を含むすすぎ水を排出できるコンパクトな

システムを提供

新たな提案その３

◆ 空気ポンプ不要で自吸性を有するポンプで気水混合と比率可変調整し、

◆ ペルチェ素子と保温材で体温より若干高いまたは低い温度の噴水

を供給し、清涼感や癒し感を得ることができるシステムを提供

● ●

● ● ●

● ● ●

Four Twist マトリクスによる社内知財発掘～新たな顧客価値創造 
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1 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ち

2 使用上の電気安全性

3 水が口腔内に溜らない

4 安全で快適な口腔内洗浄を連続して行うことができる 

5 要介護の口洗いを楽らく簡単に出来るようにする

6 息を爽やかにする

7 菌を、簡便かつ効率的に分解除去する
8 効率よく、しかも確実に歯磨きをすることができる
9 刷毛の届かない歯間部や歯肉と歯の隙間の歯垢もよく  

10 植毛面積の低下を防ぎ，刷掃能力が維持できる
11 歯の美白及び染み除去を提供する
12 洗浄性を高める
13 きわめて簡単にかつ的確に口腔内の洗浄操作を行う
14 口腔内の清掃を簡易かつ適正に行うことできる
15 歯肉下領域に対する口腔処置の成果がより一層向上す
16 短時間でブラ シの剛毛内に少なくとも部分的になじむ液
17 口腔処理システムに使用するための組成物を提供する
18 複雑な機械操作を不要にし 直感的な操作化
19 器具全体の構成を極めて簡単化
20 狭い口腔内での操作を容易に行う
21 家庭で自由に簡便に使用することができる
22 簡便に練歯磨きを絞出すことができる
23 容易に携帯して使用することができる
24 片手で楽に歯磨きを行うことができる

簡便に練歯磨容器を挿入することができる
26 歯磨き剤が正しく供給される

ブラ シ交換時に歯磨き剤が漏れ出さない
27 口腔ケア組成物の連続的且つ一様な分配を提供する
28 カ バー部材の取り扱いが簡単

29 ジェ ル状歯磨き剤が乾燥したり、変質化するのが防止さ

補充物質の乾燥防止・ポンプ故障防止

衛生 口腔用器具に付着した菌の除去 衛生 ○

製造性 30 組立て作業に要する時間が大きく減少 製造性 ○
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加圧室４内

部では還

流してきた

液体と流入

した気体が

混合状態

となり 羽

こ の軸流

羽根１２１

は、小型、

高揚程の

外部駆動

形ライン ポ

ンプを実現

【発明が解

決しようと

する課題】

従来の技

術では、ポ

ン プの給

水または

【請求項６】

気泡検知

手段が光
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え、 光透過

度変化を検
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水とに電気

分解して、

各々を異な

る流路から

自吸式ポン

プは、一般

的に起動

時には羽

根車の撹

拌作用によ

り気液混

図４におい

て、画像形

成装置は、

Ｎｉ（ニッケ

ル）等から

なる閉ルー

プ状のベル

【構成】 被

検査びん１

に散乱光を

照射する

光源７と、

該光源７に

より照射さ

【０００５】

また、運転

可能条件

の検出以

外では、外

気 湿度を

無視し 外

【産業上の

利用分野】

本発明は、

水道水、井

戸水などの

原水を電気

分解して

57)【要約】

【目的】 運

転開始初

期から微小

な濁り成分

までを容易

に濾過し

【発明の属

する技術

分野】本発

明は水道

水、井戸水

等の 原水
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自吸式ポン

プ
ポンプ ポンプ

ターボ型ポ

ンプ

冷却機能

付アルカリ

イオン整水

器

遠心型

シールレス

ポンプ及び

その軸受

画像形成

装置

空びん分

別装置

人工降雪

装置と雪質

制御方法

イオン水生

成器

循環温浴

器

電解水生

成装置

(57)【要約】 【課

題】従来の自吸

式ポンプは、再

自吸に必要な水

量を残す補水容

積を確保するた

め、非自吸式ポ

ンプと比べサイ

ズが大きくなる

課題があった。

また、吸込口ま

(57)【要約】 【課

題】本発明は回

転数を変化させ

て運転しても効

率が高く、異物

が混入していて

も破砕でき、小

型、高揚程化が

可能なポンプを

提供することを

目的とする。

(57)【要約】 【課

題】配置上の制

約を受けること

なく機器に付帯

できるとともに高

温の水を取り扱

う場合でも大型

化することなく

発熱部を冷却で

きるポンプを提

供することを目

 

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

吐出配管の配

置方向によら

ず、小型であっ

ても運転中に滞

留した気泡を速

やかに排出でき

るターボ型ポン

プを提供するこ

とを目的とする。

(57)【要約】 【課

題】水道水等か

らの水を酸性水

とアルカリ水とに

分解し、冷却し

て吐水するため

には、冷水を貯

水しておいたり、

大型の冷却装

置を備えており、

雑菌の繁殖や

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

無通水運転中に

おける軸受の端

面摩耗を低減で

きる小型の遠心

型シールレスポ

ンプとその軸受

摩耗低減方法を

提供することを

目的とする。

(57)【要約】 【課

題】画像形成装

置の中間転写

体およびこれを

クリーニングす

る中間転写体ク

リーニング手段

の磨耗を低減さ

せつつ中間転

写体に付着した

汚染物質を確実

(57)【要約】 【目

的】ガラスびん

を自動的に色分

別可能とした。

【構成】被検査

びん１に散乱光

を照射する光源

７と、該光源７に

より照射された

被検査びんを撮

影するＣＣＤカメ

(57)【要約】 【目

的】本発明は外

気温度に加えて

外気湿度を考慮

し、適格な雪質

管理を行うこと

のできる人工降

雪装置及び雪

質制御方法を提

供することを目

的とする。 【構

(57)【要約】 【目

的】電解水の成

分濃度を均一に

保つとともに、電

気分解によって

生ずる水素や酸

素や塩素ガス

等が隔膜保持

体の枠体部に滞

留するのを防ぐ

ことを目的とす

(57)【要約】 【目

的】運転開始初

期から微小な濁

り成分までを容

易に濾過し、簡

単な方法で浴水

を殺菌すること

ができ、アストリ

ンゼント効果が

得られる小型で

メンテナンスが

(57)【要約】 【課

題】強酸性水を

生成する電解水

生成装置におい

ては、原水に食

塩水を混合希釈

してこれを電解

槽で電解して強

酸性水とアルカ

リ水を作るが、

アルカリ水が酸

【発明の効果】

以上の説明より

明らかなように、

【発明の効果】

本発明の請求

項１に記載の発

【発明の効果】

本発明では、ド

ライブ手段が発

【発明の効果】

請求項１に記載

された発明は、

【発明の効果】

以上の説明より

明らかなように、

【発明の効果】

以上のように本

発明の遠心型

【発明の効果】

【００３５】 本発明

によれば、ク

【発明の効果】

本発明は上記

の如く構成され

【発明の効果】

（１）本発明によ

る人工降雪装置

【発明の効果】

以上から明らか

なように本発明

【発明の効果】

以上の実施例

から明らかなよ

【発明の効果】

本発明の電解

水生成装置は、

【課題を解決す

るための手段】

この課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、流体

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

本発明は前記

【課題を解決す

るための手段】

この目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

【００３０】 この課

【課題を解決す

るための手段】

本発明では前述

【課題を解決す

るための手段】

スノーガンに接

【課題を解決す

るための手段】

上記目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

上記目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、上記

#

1 ○ ワッシャ―でスペースを設けないと適当な空間が得られないが、を用いると製造がしにくい

2 ○ 排水が適切に行われないと、水が口腔内に溜り、不快感を与え、咽頭部へ垂れて誤飲してしまう

○ 3 ○ 　 吸引口がヘッド部の刷毛の両側（ ２ 箇所） に設けられているため、ヘッド部の幅方向の寸法が広くなる

4 ○ 　 口腔ケア専用機器は複雑構成で高価

5 ○ 　 給水パックの管理が煩雑、吊るすための支柱が必要で大掛かりになる

○ ○ 6 ○ 　 吸引管と、洗浄液給液管とが外部に設けられ、操作が容易ではない

7 ○ 歯ブラシに給水及び排水の水路を設けたいが、内部に配置すると製作に手間がかかり高コストとなる

8 ○ 手に水気があると滑るので内臓された歯磨きが押出されにくい

9 ○ すすぐ力もないお年寄り等の口の中をすすぐのは意外に大変で煩わしい

○ 10 ○ 低コスト化と直感的操作化の改善が必要

11 ○ 電気式にはは感電の危険と持ち運び性の悪さ、給水栓直結では調整が不便

12 ○ 歯ブラシからの通水をO N - O F Fする操作を片手で行うことができず、作業が非効率

13 　 ○ 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ちに対応することが難しい

○ ○ ○ ○ 14 　○ 口内のゆすぎに手間取るとともに、口内の歯磨き粉、食べかす等の完全除去に時間を要する

○ 15 ○ 圧縮空位を使いたいが大掛かりになり、スラリー原料を保持すると大きくなる

○ 16 ○ 流水や吐き出すことを要求されず、飲み込む必要が無く、息を爽やかにする

○ ○ ○ 17 ○ ブラッシング中に、歯に放出できる空気－液体混合物を生成

○ ○ ○ 18 ○ 微粒子が混入されたスプレイは効果が高いが、一般の人が、家庭において自由に使用できない

○ ○ 19 ○ 水量が少ないと超音波のキャビテーションが弱くなる

○ 　 ○ 20 ○ 美白口腔ケアに十分な強度の光を使用するには、専門的な診療室での実施に限られていた

○ ○ ○ ○ ○ 21 ○ 口腔用器具に付着した菌は除去しなければならないが、人体や環境に悪影響があってはいけない

22 ○ 歯ブラシの上で形態を維持し、歯の上に一様且つ滑らかに分配されることが望ましい

23 ○ 粘性が大きいと輸送圧力が増大する

24 ○ 高分子泡安定剤は泡立ちが部分的に補われるが、増粘をもたらす

25 ○ カートリッジ交換においてカバーが不便

26 ○ 途中分離構造としたいが、切り離された時に流出を防止したい

27 ○ 練歯磨き容器の挿入及び取外しの簡単化および簡単な構造化

28 ○ 練り歯磨き剤を付けるにおいて片手で操作できず時間ロスが発生

29 ○ 即座に使用できる歯磨き剤付きがいいが、乾燥したり変質化する

30 ○ 膜式ポンプは安価であるが内容物が乾燥してしまう

　

多層バリアフィルムの補充パックと手動ポンプの構成

#

Goldfire
検索

引用抽出

文書タイトル

発明の名称

要約

発明の効果

手段

給水して超音波付与

美白作用剤と光エネルギーの組み合わせ

光触媒活性及び有機物吸着能を有する材料が、練り込みまたは表面コーティングされている

分配に望ましいレオロジー特性を有する歯磨剤

小さい力のポンプ輸送手段を用いて輸送されるのに最適な粘度にする

高分子量ポリオキシエチレン界面活性剤は粘度を悪くすることなく、泡立ち性能を向上させる

水平動作を昇降動作に変換するポンピング機構

手動ポンプと歯ブラシを直結し、すすぎ水供給

安価な手動部品による構成、給水用指圧ポンプ

調整機能付き給水栓直結方式の水噴霧

指サック型ブラシと手元水路操作

歯ブラシに、給水操作を行うための給水ボタンを設けた

光

増

感

作

用

発明の手段・工夫（技術転用、応用）
軟質材料の膨張性を用いてワッシャ無しで部品を固定する

給水口に近接して排水口を設けた歯ブラシ

ブラシ面以外に吸引口を設け、連通して設けられた排出通路

固

定

化

内

蔵

化

粘

性

剤

加

圧

歯

磨

剤

キ

ャ
ビ

テ
ー

シ

ョ
ン

光

触

媒

活

性

a b

給

排

水

同

時

手

動

の

給

水

と

真

空

給

水

と

排

水

が

で

き

給

水

と

排

水

排

水

の

吸

引

給

水

排

水

の

通

路

を

密

封

効

果

給

排

水

洗

浄

水

加

圧

給

水

調

整

気

水

混

合

噴

霧

封

止

水

圧

を

か

け

て

す

す

指

圧

利

用

給

水

洗

浄

水

の

供

給

噴

霧

洗

浄

水

噴

霧

給

水

操

作

を

行

う

ポ

ン

ピ

ン

グ

作

用

に

内

蔵

容

器

の

カ

バ

ー

補

充

パ

ッ

ク

歯

磨

き

材

を

内

蔵

し

軟

質

変

形

固

定

ま

た

流

出

防

止

e f h i

光

触

媒

活

性

殺

菌

給

水

し

て

キ

ャ

ビ

テ

液

体

歯

磨

き

剤

歯

磨

き

剤

の

輸

送

手

の

力

で

水

歯

磨

剤

組

成

物

の

構

成

が

レ

柔らかさが異なる部位を有するハンドル外装と練り歯磨きチューブの内蔵

グリップ部内に水歯磨を収納し、該水歯磨を適宜の手段をもってブラシ部に供給する

多層バリアフィルム包袋 に加えて、さらに樹脂フィルム がブラシ部 に被覆されている

液体カートリッジアクセスのいいハンドル部分のカバー構造

漏れだしすることなしに流路分離可能な弁構造

空気圧縮機と、噴霧用アプリケーターをもちいてスラリーと空気を噴霧

さわやかミストを供給する噴霧ポンプ内蔵

空気－液体混合物用アプリケータヘッド構造

マイクロバブル発生及び循環

噴射ノズルに水を供給する洗浄水供給具

シリンダによる給水と手動又は足踏みによる吸引器

給水チューブと径の太い排水チューブ

給水と排水の装置を内蔵した電動歯ブラシ

孔を設けた歯ブラシ装着用背板

マ

イ

ク

ロ

バ

ブ

ル

噴

ミ

ス

ト

発

生

空

気

・

液

体

混

合

物

片

手

操

作

給

水

調

整

解決された矛盾モデル　　または　　有用作用の改善

光

増

感

作

用

○保存性

製造・保管

保存性

○ ○ ○○ ○○○

○

操作容易性 操作容易性 ○ ○

○○ ○作業性 作業性 ○○ ○

○ ○ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ性 クリーニング性 ○ ○○

○ ○

安全性

口腔内の浄化

安全性

快適性 快適性 ○○

○○

新たな提案その１

給水部に薄い塩水を供給して強酸性水を生成する電解層を組み込み、

◆ 弱い運転ですすぎ時に口腔内の除菌を促す強酸性水を提供、

◆ 強い運転の強酸性水で器具内部を除菌清浄する衛生的システムを提供

新たな提案その２

◆ 自吸性と気泡排出運転が可能な小型のラインポンプで、負圧吸引器不要、

◆ 気泡や食べかすなどの異物を含むすすぎ水を排出できるコンパクトな

システムを提供

新たな提案その３

◆ 空気ポンプ不要で自吸性を有するポンプで気水混合と比率可変調整し、

◆ ペルチェ素子と保温材で体温より若干高いまたは低い温度の噴水

を供給し、清涼感や癒し感を得ることができるシステムを提供

● ●

● ● ●

● ● ●

Four Twist マトリクスによる社内知財発掘～新たな顧客価値創造 

10 Copyright © 2014  NARUMINAGASE All Rights Reserved. 

自社知財 
発掘発明 

ニーズ情報 
としての 
効能効果 

効果を生成する 
（原理的）しくみ, 

作用力 

効能効果 
 vs. 

 しくみ・作用力 
相関マトリクス 

解決された 
矛盾や 

不足作用 

技術手段・工夫  
    vs.  

自社の発掘発明 
 

相関マトリクス 

② ③ 

■ Four Twist マトリクス の全体配置 

 

自社の発掘発明 
vs.  

（新たな）顧客価値 
相関マトリクス 

活用された 
手段・工夫 

（技術転用、応用の 
参照情報） 

④ ① 

④ ① 

③ ② 

しくみ・作用力  
Vs.  

技術手段・工夫 
 

相関マトリクス 

ここから、 
身近な商品「電動歯ブラシ」 

の事例を用いて、 
思考の進め方と 

検討のポイントを紹介 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 思考位置の情報 

④ ① 

③ ② 



11 Copyright © 2014  NARUMINAGASE All Rights Reserved. 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出  アプローチ 準備段階 

・自社事業・商品とコア技術をカテゴリーレベルで把握 
・ビジネストレンドなどから市場の開拓（または参入）領域を選定 
・初期検討着手するいくつかの商品イメージを仮設定 

◇ 参入領域として、商品カテゴリー『電動歯ブラシ』領域を選択 

◇ 『電動歯ブラシ』の歯科医ツールの家庭への普及の進化を予測し、 

   水を使うタイプの電動歯ブラシを開拓市場として選定 

◇ 『電動歯ブラシ』の進化系として、水噴霧あるいは歯磨き剤自動供給 
    できる電動歯ブラシをイメージ 

■ 参入領域の仮設定 
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 アプローチ その１ 

■ 価値創出・仕組みの学習・・・・・先行企業の特許情報取得 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 

・選定市場領域で先行する企業の出願特許情報を入手 
・発明の効能（顧客価値）と原理的な仕組み・作用力を理解、整理 

◇ 特許情報の調査・入手と対象特許の抽出 
  国内公開特許から調査 
  検索式： １：要約＋請求＋発明名＝「歯ブラシ」or「水」 
        ２：出願日：２０００年１月１日～ 
  ３：IPC＝A46B11/00 
  ４：更新Fターム＝3B202,FA 
 
  
 抽出式：＝１＊２＊（４＋５）   抽出された公開特許＝３０件 
                     （特開＝１９件、特表＝１１件） 



1 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ちに対 

2 使用上の電気安全性  

3 水が口腔内に溜らない  

4 安全で快適な口腔内洗浄を連続して行うことができる  

5 要介護の口洗いを楽らく簡単に出来るようにする  

6 息を爽やかにする  

7 菌を、簡便かつ効率的に分解除去する  
8 効率よく、しかも確実に歯磨きをすることができる  
9 刷毛の届かない歯間部や歯肉と歯の隙間の歯垢もよく除去   

10 植毛面積の低下を防ぎ，刷掃能力が維持できる  
11 歯の美白及び染み除去を提供する  
12 洗浄性を高める  
13 きわめて簡単にかつ的確に口腔内の洗浄操作を行う  
14 口腔内の清掃を簡易かつ適正に行うことできる  
15 歯肉下領域に対する口腔処置の成果がより一層向上する 
16 短時間でブラ シの剛毛内に少なくとも部分的になじむ液体歯 
17 口腔処理システムに使用するための組成物を提供する  
18 複雑な機械操作を不要にし 直感的な操作化  
19 器具全体の構成を極めて簡単化  
20 狭い口腔内での操作を容易に行う  
21 家庭で自由に簡便に使用することができる  
22 簡便に練歯磨きを絞出すことができる  
23 容易に携帯して使用することができる  
24 片手で楽に歯磨きを行うことができる  

簡便に練歯磨容器を挿入することができる  
26 歯磨き剤が正しく供給される  

ブラ シ交換時に歯磨き剤が漏れ出さない  
27 口腔ケア組成物の連続的且つ一様な分配を提供する  
28 カ バー部材の取り扱いが簡単  

29 ジェ ル状歯磨き剤が乾燥したり、変質化するのが防止され  

補充物質の乾燥防止・ポンプ故障防止  

口腔用器具に付着した菌の除去  衛生

30 組立て作業に要する時間が大きく減少  製造性

製造・保管

保存性

操作容易性

作業性

クリーニング性口腔内の浄化

安全性

快適性
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 アプローチ その１ 

■ 価値創出・仕組みの学習・・・・・発明の効果の理解と整理 

発明の効果 テキスト情報 

大分類 中分類 

・選定市場領域で先行する企業の出願特許情報を入手 
・発明の効能（顧客価値）と原理的な仕組み・作用力を理解、整理 

リスト化 

④ ① 

③ ② 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 
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 アプローチ その１ 

■ 価値創出・仕組みの学習・・・発明の手段の原理・しくみの理解 

発
明
の
名
称 

作
用
原
理
・仕
組
み 

給

排

水

機

能

付

給

排

水

機

能

付

電

動

歯

ブ

ラ

シ

歯

ブ

ラ

シ

装

置

歯

ブ

ラ

シ

口

腔

ケ

ア

ー

の

す

す

ぎ

の

出

来

介

護

用

口

腔

洗

歯

ブ

ラ

シ

お

よ

オ

ー

ラ

ル

ケ

ア

歯

科

衛

生

用

装

口

腔

ケ

ア

支

援

介

護

用

洗

浄

装

口

腔

ケ

ア

シ

ス

洗

口

液

の

噴

霧

口

腔

内

清

掃

装

ジ

ェ

ル

状

歯

磨

流

体

用

連

結

具

ワ

ッ

シ

ャ

ー

レ

歯

ブ

ラ

シ

本

体

個

人

使

用

の

機

歯

ブ

ラ

シ

の

カ

歯

磨

き

を

内

蔵

口

腔

ケ

ア

組

成

携

帯

用

歯

ブ

ラ

口

腔

用

組

成

物

液

体

歯

磨

剤

組

水

噴

出

式

電

気

口

腔

用

器

具

及

光

源

付

き

電

動

給

排

水

同

時

手

動

の

給

水

と

真

空

排

水

給

水

と

排

水

が

で

き

る

給

水

と

排

水

排

水

の

吸

引

給

水

排

水

の

通

路

を

確

保

水

圧

を

か

け

て

す

す

ぎ

指

圧

利

用

給

水

洗

浄

水

の

供

給

噴

霧

洗

浄

水

噴

霧

給

水

操

作

を

行

う

片

手

操

作

給

水

調

整

空

気

・

液

体

混

合

物

ミ

ス

ト

発

生

マ

イ

ク

ロ

バ

ブ

ル

噴

射

密

封

効

果

流

出

防

止

軟

質

変

形

固

定

ま

た

は

加

熱

変

形

歯

磨

き

材

を

内

蔵

し

た

歯

ブ

ラ

シ

補

充

パ

ッ

ク

内

蔵

容

器

の

カ

バ

ー

ポ

ン

ピ

ン

グ

作

用

に

よ

り

歯

磨

き

組

成

物

の

構

成

が

レ

オ

ロ

ジ

ー

特

手

の

力

で

水

歯

磨

剤

を

出

す

歯

磨

き

剤

の

輸

送

液

体

歯

磨

き

剤

給

水

し

て

キ

ャ

ビ

テ

ー

シ

ョ

ン

光

触

媒

活

性

殺

菌

光

増

感

作

用

給

水

調

整

気

水

混

合

固

定

化

歯

磨

剤

キ

ャ
ビ

テ
ー

シ

ョ
ン

光

触

媒

活

性

光

増

感

作

用

給

排

水

洗

浄

水

加

圧

噴

霧

封

止

内

蔵

化

粘

性

剤

加

圧

整
理
さ
れ
た
原
理 

・選定市場領域で先行する企業の出願特許情報を入手 
・発明の効能（顧客価値）と原理的な仕組み・作用力を理解、整理 

発明の効果 テキスト情報 

解決手段 テキスト情報 

抽
出
し
て 

リ
ス
ト
化 

④ ① 

③ ② 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 



衛生 ○

製造性 ○

 
給
水
調
整

 
気
水
混
合

 
固
定
化

 
歯
磨
剤

 
キ

ャ
ビ
テ
ー

シ

ョ
ン

 
光
触
媒
活
性

 
光
増
感
作
用

　 　

　
      発明の効果

　
                              作用の原理

 
給
排
水

 
洗
浄
水
加
圧

 
噴
霧

 
封
止

 
内
蔵
化

 
粘
性
剤
加
圧

○

○○ ○

○○ ○○

○

製造・保管

保存性

作業性 ○

○ ○ ○ ○ ○○○○○操作容易性

○○

クリーニング性

○○ ○ ○

○口腔内の浄化

安全性

快適性

○○
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 アプローチ その１ 

■ 価値創出・仕組みの学習 

① 発明の効能・効果 vs. しくみ・作用力 相関マトリクス  

○：相関情報あり １つ＝１件 

④ ① 

③ ② 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 



16 Copyright © 2014  NARUMINAGASE All Rights Reserved. 

 アプローチ その２ 

■ 具現化の工夫、転用・応用の知見を獲得 
・発明の原理的な仕組み・作用力と実施例における具現化や工夫を理解 
・顧客価値創出に対し、技術の転用・応用の参考となる情報を獲得、整理 

軟質材料の膨張性を用いてワッシャ無しで部品を固定する

グリップ部内に水歯磨を収納し、該水歯磨を適宜の手段をもってブラシ部に供給する

給水して超音波付与

孔を設けた歯ブラシ装着用背板

多層バリアフィルムの補充パックと手動ポンプの構成

ブラシ面以外に吸引口を設け、連通して設けられた排出通路

マイクロバブル発生及び循環

多層バリアフィルム包袋 に加えて、さらに樹脂フィルム がブラシ部 に被覆されている

噴射ノズルに水を供給する洗浄水供給具

柔らかさが異なる部位を有するハンドル外装と練り歯磨きチューブの内蔵

手動ポンプと歯ブラシを直結し、すすぎ水供給

光触媒活性及び有機物吸着能を有する材料が、練り込みまたは表面コーティングされている

シリンダによる給水と手動又は足踏みによる吸引器

給水と排水の装置を内蔵した電動歯ブラシ

指サック型ブラシと手元水路操作

給水チューブと径の太い排水チューブ

高分子量ポリオキシエチレン界面活性剤は粘度を悪くすることなく、泡立ち性能を向上させる

小さい力のポンプ輸送手段を用いて輸送されるのに最適な粘度にする

空気圧縮機と、噴霧用アプリケーターをもちいてスラリーと空気を噴霧

調整機能付き給水栓直結方式の水噴霧

安価な手動部品による構成、給水用指圧ポンプ

給水口に近接して排水口を設けた歯ブラシ

.発明の手段・工夫（技術転用、応用）

漏れだしすることなしに流路分離可能な弁構造

空気－液体混合物用アプリケータヘッド構造

分配に望ましいレオロジー特性を有する歯磨剤

液体カートリッジアクセスのいいハンドル部分のカバー構造

美白作用剤と光エネルギーの組み合わせ

さわやかミストを供給する噴霧ポンプ内蔵

水平動作を昇降動作に変換するポンピング機構

歯ブラシに、給水操作を行うための給水ボタンを設けた

発明の手段・工夫（技術転用・応用の情報） 

実施の形態 テキスト情報 

抽出・要約 

④ ① 

③ ② 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 



#

1 ○

2 ○

3 ○ 　

4 ○ 　

5 ○ 　

6 ○ 　

7 ○

8 ○

9 ○

10 ○

11 ○

12 ○

13 　 ○

14 　○

15 ○

16 ○

17 ○

18 ○

19 ○

20 ○

21 ○

22 ○

23 ○

24 ○

25 ○

26 ○

27 ○

28 ○

29 ○

30 ○

　

柔らかさが異なる部位を有するハンドル外装と練り歯磨きチューブの内蔵

グリップ部内に水歯磨を収納し、該水歯磨を適宜の手段をもってブラシ部に供給する

多層バリアフィルム包袋 に加えて、さらに樹脂フィルム がブラシ部 に被覆されている

液体カートリッジアクセスのいいハンドル部分のカバー構造

漏れだしすることなしに流路分離可能な弁構造

空気圧縮機と、噴霧用アプリケーターをもちいてスラリーと空気を噴霧

さわやかミストを供給する噴霧ポンプ内蔵

空気－液体混合物用アプリケータヘッド構造

マイクロバブル発生及び循環

噴射ノズルに水を供給する洗浄水供給具

シリンダによる給水と手動又は足踏みによる吸引器

給水チューブと径の太い排水チューブ

給水と排水の装置を内蔵した電動歯ブラシ

孔を設けた歯ブラシ装着用背板

給
排
水

洗
浄
水
加
圧

給
水
調
整

気
水
混
合

噴
霧

封
止

光
増
感
作
用

発明の手段・工夫（技術転用、応用）

軟質材料の膨張性を用いてワッシャ無しで部品を固定する

給水口に近接して排水口を設けた歯ブラシ

ブラシ面以外に吸引口を設け、連通して設けられた排出通路

固
定
化

内
蔵
化

粘
性
剤
加
圧

歯
磨
剤

キ

ャ
ビ
テ
ー

シ

ョ
ン

光
触
媒
活
性

多層バリアフィルムの補充パックと手動ポンプの構成

給水して超音波付与

美白作用剤と光エネルギーの組み合わせ

光触媒活性及び有機物吸着能を有する材料が、練り込みまたは表面コーティングされている

分配に望ましいレオロジー特性を有する歯磨剤

小さい力のポンプ輸送手段を用いて輸送されるのに最適な粘度にする

高分子量ポリオキシエチレン界面活性剤は粘度を悪くすることなく、泡立ち性能を向上させる

水平動作を昇降動作に変換するポンピング機構

手動ポンプと歯ブラシを直結し、すすぎ水供給

安価な手動部品による構成、給水用指圧ポンプ

調整機能付き給水栓直結方式の水噴霧

指サック型ブラシと手元水路操作

歯ブラシに、給水操作を行うための給水ボタンを設けた
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 アプローチ その２ 

■ 具現化の工夫、転用・応用の知見を獲得 

② しくみ・作用力 vs. 解決手段・技術手段・工夫 相関マトリクス 

発明の手段・工夫 
（技術転用・応用の情報） 

作用の原理・仕組み・作用力 ④ ① 

③ ② 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 



1 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ち

2 使用上の電気安全性

3 水が口腔内に溜らない

4 安全で快適な口腔内洗浄を連続して行うことができる 

5 要介護の口洗いを楽らく簡単に出来るようにする

6 息を爽やかにする

7 菌を、簡便かつ効率的に分解除去する
8 効率よく、しかも確実に歯磨きをすることができる
9 刷毛の届かない歯間部や歯肉と歯の隙間の歯垢もよく除  

10 植毛面積の低下を防ぎ，刷掃能力が維持できる
11 歯の美白及び染み除去を提供する
12 洗浄性を高める
13 きわめて簡単にかつ的確に口腔内の洗浄操作を行う
14 口腔内の清掃を簡易かつ適正に行うことできる
15 歯肉下領域に対する口腔処置の成果がより一層向上す
16 短時間でブラ シの剛毛内に少なくとも部分的になじむ液
17 口腔処理システムに使用するための組成物を提供する
18 複雑な機械操作を不要にし、直感的な操作化
19 器具全体の構成を極めて簡単化
20 狭い口腔内での操作を容易に行う
21 家庭で自由に簡便に使用することができる
22 簡便に練歯磨きを絞出すことができる
23 容易に携帯して使用することができる
24 片手で楽に歯磨きを行うことができる

簡便に練歯磨容器を挿入することができる
26 歯磨き剤が正しく供給される

ブラ シ交換時に歯磨き剤が漏れ出さない
27 口腔ケア組成物の連続的且つ一様な分配を提供する
28 カ バー部材の取り扱いが簡単

29 ジェ ル状歯磨き剤が乾燥したり、変質化するのが防止さ

補充物質の乾燥防止・ポンプ故障防止

口腔用器具に付着した菌の除去 衛生 ○

30 組立て作業に要する時間が大きく減少 製造性 ○

c d g j k l m

給

排

水

機

能

付

歯

ブ

給

排

水

機

能

付

口

腔

電

動

歯

ブ

ラ

シ

及

び

歯

ブ

ラ

シ

装

置

歯

ブ

ラ

シ

口

腔

ケ

ア

ー

の

た

め

す

す

ぎ

の

出

来

る

介

介

護

用

口

腔

洗

浄

器

歯

ブ

ラ

シ

お

よ

び

歯

オ

ー

ラ

ル

ケ

ア

装

置

歯

科

衛

生

用

装

置

口

腔

ケ

ア

支

援

機

器

介

護

用

洗

浄

装

置

口

腔

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

洗

口

液

の

噴

霧

器

を

口

腔

内

清

掃

装

置

ジ

ェ

ル

状

歯

磨

き

剤

流

体

用

連

結

具

ワ

ッ

シ

ャ

ー

レ

ス

３

歯

ブ

ラ

シ

本

体

及

び

個

人

使

用

の

機

器

の

歯

ブ

ラ

シ

の

カ

バ

ー

歯

磨

き

を

内

蔵

し

た

口

腔

ケ

ア

組

成

物

携

帯

用

歯

ブ

ラ

シ

口

腔

用

組

成

物

及

び

液

体

歯

磨

剤

組

成

物

水

噴

出

式

電

気

式

超

口

腔

用

器

具

及

び

該

光

源

付

き

電

動

歯

ブ

#

1 ○

2 ○

3 ○ 　

4 ○ 　

5 ○ 　

6 ○ 　

7 ○

8 ○

9 ○

10 ○

11 ○

12 ○

13 　 ○

14 　○

15 ○

16 ○

17 ○

18 ○

19 ○

20 ○

21 ○

22 ○

23 ○

24 ○

25 ○

26 ○

27 ○

28 ○

29 ○

30 ○
　

○○

口腔内の浄化

安全性

快適性 ○○ ○ ○

クリーニング性 ○ ○○ ○ ○

○ ○作業性 ○○ ○ ○

操作容易性 ○ ○

製造・保管

保存性

○ ○ ○○ ○○○

○○

光

増

感

作

用

光

触

媒

活

性

殺

菌

給

水

し

て

キ

ャ

ビ

テ

液

体

歯

磨

き

剤

歯

磨

き

剤

の

輸

送

手

の

力

で

水

歯

磨

剤

組

成

物

の

構

成

が

レ

柔らかさが異なる部位を有するハンドル外装と練り歯磨きチューブの内蔵

グリップ部内に水歯磨を収納し、該水歯磨を適宜の手段をもってブラシ部に供給する

多層バリアフィルム包袋 に加えて、さらに樹脂フィルム がブラシ部 に被覆されている

液体カートリッジアクセスのいいハンドル部分のカバー構造

漏れだしすることなしに流路分離可能な弁構造

空気圧縮機と、噴霧用アプリケーターをもちいてスラリーと空気を噴霧

さわやかミストを供給する噴霧ポンプ内蔵

空気－液体混合物用アプリケータヘッド構造

マイクロバブル発生及び循環

噴射ノズルに水を供給する洗浄水供給具

シリンダによる給水と手動又は足踏みによる吸引器

給水チューブと径の太い排水チューブ

給水と排水の装置を内蔵した電動歯ブラシ

孔を設けた歯ブラシ装着用背板

マ

イ

ク

ロ

バ

ブ

ル

噴

ミ

ス

ト

発

生

空

気

・

液

体

混

合

物

片

手

操

作

給

水

調

整

給

水

操

作

を

行

う

ポ

ン

ピ

ン

グ

作

用

に

内

蔵

容

器

の

カ

バ

ー

補

充

パ

ッ

ク

歯

磨

き

材

を

内

蔵

し

軟

質

変

形

固

定

ま

た

流

出

防

止
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発明の手段・工夫（技術転用、応用）
軟質材料の膨張性を用いてワッシャ無しで部品を固定する

給水口に近接して排水口を設けた歯ブラシ

ブラシ面以外に吸引口を設け、連通して設けられた排出通路

固

定

化

内

蔵

化

粘

性

剤

加

圧

歯

磨

剤

キ

ャ
ビ

テ
ー

シ

ョ
ン

光

触

媒

活

性

多層バリアフィルムの補充パックと手動ポンプの構成

給水して超音波付与

美白作用剤と光エネルギーの組み合わせ

光触媒活性及び有機物吸着能を有する材料が、練り込みまたは表面コーティングされている

分配に望ましいレオロジー特性を有する歯磨剤

小さい力のポンプ輸送手段を用いて輸送されるのに最適な粘度にする

高分子量ポリオキシエチレン界面活性剤は粘度を悪くすることなく、泡立ち性能を向上させる

水平動作を昇降動作に変換するポンピング機構

手動ポンプと歯ブラシを直結し、すすぎ水供給

安価な手動部品による構成、給水用指圧ポンプ

調整機能付き給水栓直結方式の水噴霧

指サック型ブラシと手元水路操作

歯ブラシに、給水操作を行うための給水ボタンを設けた
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 アプローチ その２ 

■ 具現化の工夫、転用・応用の知見を獲得 
・発明の原理的な仕組み・作用力と実施例における具現化や工夫を理解 
・顧客価値創出に対し、技術の転用・応用の参考となる情報を獲得、整理 

ニーズ情報 
としての 
効能効果 

効果を生成する原理 
しくみ・作用力 

効能効果  
vs.  

しくみ・作用力 
相関マトリクス 

しくみ・作用力  
vs. 

 技術手段・工夫  

相関マトリクス 

活用された 
手段・工夫 

（技術転用、応用
の参照情報） 

① 

② 

④ ① 

③ ② 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 
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 アプローチ その２ 

■ 具現化の工夫、転用・応用の知見を獲得 ＋ リバースＴＲＩＺ 
・発明の原理的な仕組み・作用力と実施例における具現化や工夫を理解 
・顧客価値創出に対し、技術の転用・応用の参考となる情報を獲得、整理 

ワッシャ―でスペースを設けないと適当な空間が得られないが、を用いると製造がしにくい

排水が適切に行われないと、水が口腔内に溜り、不快感を与え、咽頭部へ垂れて誤飲してしまう

吸引口がヘッド部の刷毛の両側（ ２ 箇所） に設けられているため、ヘッド部の幅方向の寸法が広くなる

口腔ケア専用機器は複雑構成で高価

給水パックの管理が煩雑、吊るすための支柱が必要で大掛かりになる

吸引管と、洗浄液給液管とが外部に設けられ、操作が容易ではない

歯ブラシに給水及び排水の水路を設けたいが、内部に配置すると製作に手間がかかり高コストとなる

手に水気があると滑るので内臓された歯磨きが押出されにくい

すすぐ力もないお年寄り等の口の中をすすぐのは意外に大変で煩わしい

低コスト化と直感的操作化の改善が必要

電気式にはは感電の危険と持ち運び性の悪さ、給水栓直結では調整が不便

歯ブラシからの通水をO N - O F Fする操作を片手で行うことができず、作業が非効率

誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ちに対応することが難しい

口内のゆすぎに手間取るとともに、口内の歯磨き粉、食べかす等の完全除去に時間を要する

圧縮空位を使いたいが大掛かりになり、スラリー原料を保持すると大きくなる

流水や吐き出すことを要求されず、飲み込む必要が無く、息を爽やかにする

ブラッシング中に、歯に放出できる空気－液体混合物を生成

微粒子が混入されたスプレイは効果が高いが、一般の人が、家庭において自由に使用できない

水量が少ないと超音波のキャビテーションが弱くなる

美白口腔ケアに十分な強度の光を使用するには、専門的な診療室での実施に限られていた

口腔用器具に付着した菌は除去しなければならないが、人体や環境に悪影響があってはいけない

歯ブラシの上で形態を維持し、歯の上に一様且つ滑らかに分配されることが望ましい

粘性が大きいと輸送圧力が増大する

高分子泡安定剤は泡立ちが部分的に補われるが、増粘をもたらす

カートリッジ交換においてカバーが不便

途中分離構造としたいが、切り離された時に流出を防止したい

練歯磨き容器の挿入及び取外しの簡単化および簡単な構造化

練り歯磨き剤を付けるにおいて片手で操作できず時間ロスが発生

即座に使用できる歯磨き剤付きがいいが、乾燥したり変質化する

膜式ポンプは安価であるが内容物が乾燥してしまう

軟質材料の膨張性を用いてワッシャ無しで部品を固定する

グリップ部内に水歯磨を収納し、該水歯磨を適宜の手段をもってブラシ部に供給する

給水して超音波付与

孔を設けた歯ブラシ装着用背板

多層バリアフィルムの補充パックと手動ポンプの構成

ブラシ面以外に吸引口を設け、連通して設けられた排出通路

マイクロバブル発生及び循環

多層バリアフィルム包袋 に加えて、さらに樹脂フィルム がブラシ部 に被覆されている

噴射ノズルに水を供給する洗浄水供給具

柔らかさが異なる部位を有するハンドル外装と練り歯磨きチューブの内蔵

手動ポンプと歯ブラシを直結し、すすぎ水供給

光触媒活性及び有機物吸着能を有する材料が、練り込みまたは表面コーティングされている

シリンダによる給水と手動又は足踏みによる吸引器

給水と排水の装置を内蔵した電動歯ブラシ

指サック型ブラシと手元水路操作

給水チューブと径の太い排水チューブ

高分子量ポリオキシエチレン界面活性剤は粘度を悪くすることなく、泡立ち性能を向上させる

小さい力のポンプ輸送手段を用いて輸送されるのに最適な粘度にする

空気圧縮機と、噴霧用アプリケーターをもちいてスラリーと空気を噴霧

調整機能付き給水栓直結方式の水噴霧

安価な手動部品による構成、給水用指圧ポンプ

給水口に近接して排水口を設けた歯ブラシ

発明の手段・工夫（技術転用、応用の参照情報）

漏れだしすることなしに流路分離可能な弁構造

空気－液体混合物用アプリケータヘッド構造

分配に望ましいレオロジー特性を有する歯磨剤

液体カートリッジアクセスのいいハンドル部分のカバー構造

美白作用剤と光エネルギーの組み合わせ

さわやかミストを供給する噴霧ポンプ内蔵

水平動作を昇降動作に変換するポンピング機構

歯ブラシに、給水操作を行うための給水ボタンを設けた

解決された矛盾モデル　　または　　有用作用の改善

発明が解決しようとする課題 
テキスト情報 

モデル化 ＆ リスト化 

解決課題を 矛盾 又は 不足作用 記述モデル化  ④ ① 

③ ② 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 



1 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ち

2 使用上の電気安全性

3 水が口腔内に溜らない

4 安全で快適な口腔内洗浄を連続して行うことができる 

5 要介護の口洗いを楽らく簡単に出来るようにする

6 息を爽やかにする

7 菌を、簡便かつ効率的に分解除去する
8 効率よく、しかも確実に歯磨きをすることができる
9 刷毛の届かない歯間部や歯肉と歯の隙間の歯垢もよく除  

10 植毛面積の低下を防ぎ，刷掃能力が維持できる
11 歯の美白及び染み除去を提供する
12 洗浄性を高める
13 きわめて簡単にかつ的確に口腔内の洗浄操作を行う
14 口腔内の清掃を簡易かつ適正に行うことできる
15 歯肉下領域に対する口腔処置の成果がより一層向上す
16 短時間でブラ シの剛毛内に少なくとも部分的になじむ液
17 口腔処理システムに使用するための組成物を提供する
18 複雑な機械操作を不要にし 直感的な操作化
19 器具全体の構成を極めて簡単化
20 狭い口腔内での操作を容易に行う
21 家庭で自由に簡便に使用することができる
22 簡便に練歯磨きを絞出すことができる
23 容易に携帯して使用することができる
24 片手で楽に歯磨きを行うことができる

簡便に練歯磨容器を挿入することができる
26 歯磨き剤が正しく供給される

ブラ シ交換時に歯磨き剤が漏れ出さない
27 口腔ケア組成物の連続的且つ一様な分配を提供する
28 カ バー部材の取り扱いが簡単

29 ジェ ル状歯磨き剤が乾燥したり、変質化するのが防止さ

補充物質の乾燥防止・ポンプ故障防止

口腔用器具に付着した菌の除去 衛生 ○

30 組立て作業に要する時間が大きく減少 製造性 ○
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#

1 ○ ワッシャ―でスペースを設けないと適当な空間が得られないが、を用いると製造がしにくい

2 ○ 排水が適切に行われないと、水が口腔内に溜り、不快感を与え、咽頭部へ垂れて誤飲してしまう

3 ○ 　 吸引口がヘッド部の刷毛の両側（ ２ 箇所） に設けられているため、ヘッド部の幅方向の寸法が広くなる

4 ○ 　 口腔ケア専用機器は複雑構成で高価

5 ○ 　 給水パックの管理が煩雑、吊るすための支柱が必要で大掛かりになる

6 ○ 　 吸引管と、洗浄液給液管とが外部に設けられ、操作が容易ではない

7 ○ 歯ブラシに給水及び排水の水路を設けたいが、内部に配置すると製作に手間がかかり高コストとなる

8 ○ 手に水気があると滑るので内臓された歯磨きが押出されにくい

9 ○ すすぐ力もないお年寄り等の口の中をすすぐのは意外に大変で煩わしい

10 ○ 低コスト化と直感的操作化の改善が必要

11 ○ 電気式にはは感電の危険と持ち運び性の悪さ、給水栓直結では調整が不便

12 ○ 歯ブラシからの通水をO N - O F Fする操作を片手で行うことができず、作業が非効率

13 　 ○ 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ちに対応することが難しい

14 　○ 口内のゆすぎに手間取るとともに、口内の歯磨き粉、食べかす等の完全除去に時間を要する

15 ○ 圧縮空位を使いたいが大掛かりになり、スラリー原料を保持すると大きくなる

16 ○ 流水や吐き出すことを要求されず、飲み込む必要が無く、息を爽やかにする

17 ○ ブラッシング中に、歯に放出できる空気－液体混合物を生成

18 ○ 微粒子が混入されたスプレイは効果が高いが、一般の人が、家庭において自由に使用できない

19 ○ 水量が少ないと超音波のキャビテーションが弱くなる

20 ○ 美白口腔ケアに十分な強度の光を使用するには、専門的な診療室での実施に限られていた

21 ○ 口腔用器具に付着した菌は除去しなければならないが、人体や環境に悪影響があってはいけない

22 ○ 歯ブラシの上で形態を維持し、歯の上に一様且つ滑らかに分配されることが望ましい

23 ○ 粘性が大きいと輸送圧力が増大する

24 ○ 高分子泡安定剤は泡立ちが部分的に補われるが、増粘をもたらす

25 ○ カートリッジ交換においてカバーが不便

26 ○ 途中分離構造としたいが、切り離された時に流出を防止したい

27 ○ 練歯磨き容器の挿入及び取外しの簡単化および簡単な構造化

28 ○ 練り歯磨き剤を付けるにおいて片手で操作できず時間ロスが発生

29 ○ 即座に使用できる歯磨き剤付きがいいが、乾燥したり変質化する

30 ○ 膜式ポンプは安価であるが内容物が乾燥してしまう

　

多層バリアフィルムの補充パックと手動ポンプの構成

給水して超音波付与

美白作用剤と光エネルギーの組み合わせ

光触媒活性及び有機物吸着能を有する材料が、練り込みまたは表面コーティングされている

分配に望ましいレオロジー特性を有する歯磨剤

小さい力のポンプ輸送手段を用いて輸送されるのに最適な粘度にする

高分子量ポリオキシエチレン界面活性剤は粘度を悪くすることなく、泡立ち性能を向上させる

水平動作を昇降動作に変換するポンピング機構

手動ポンプと歯ブラシを直結し、すすぎ水供給

安価な手動部品による構成、給水用指圧ポンプ

調整機能付き給水栓直結方式の水噴霧

指サック型ブラシと手元水路操作

歯ブラシに、給水操作を行うための給水ボタンを設けた

光

増

感

作

用

発明の手段・工夫（技術転用、応用）
軟質材料の膨張性を用いてワッシャ無しで部品を固定する

給水口に近接して排水口を設けた歯ブラシ

ブラシ面以外に吸引口を設け、連通して設けられた排出通路

固

定

化

内

蔵

化

粘

性

剤

加

圧

歯

磨

剤

キ

ャ
ビ

テ
ー

シ

ョ
ン

光

触

媒

活

性

a b

給

排

水

同

時

手

動

の

給

水

と

真

空

給

水

と

排

水

が

で

き

給

水

と

排

水

排

水

の

吸

引

給

水

排

水

の

通

路

を

密

封

効

果

給

排

水

洗

浄

水

加

圧

給

水

調

整

気

水

混

合

噴

霧

封

止

水

圧

を

か

け

て

す

す

指

圧

利

用

給

水

洗

浄

水

の

供

給

噴

霧

洗

浄

水

噴

霧

給

水

操

作

を

行

う

ポ

ン

ピ

ン

グ

作

用

に

内

蔵

容

器

の

カ

バ

ー

補

充

パ

ッ

ク

歯

磨

き

材

を

内

蔵

し

軟

質

変

形

固

定

ま

た

流

出

防

止

e f h i

光

触

媒

活

性

殺

菌

給

水

し

て

キ

ャ

ビ

テ

液

体

歯

磨

き

剤

歯

磨

き

剤

の

輸

送

手

の

力

で

水
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物
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構

成

が

レ

柔らかさが異なる部位を有するハンドル外装と練り歯磨きチューブの内蔵

グリップ部内に水歯磨を収納し、該水歯磨を適宜の手段をもってブラシ部に供給する

多層バリアフィルム包袋 に加えて、さらに樹脂フィルム がブラシ部 に被覆されている

液体カートリッジアクセスのいいハンドル部分のカバー構造

漏れだしすることなしに流路分離可能な弁構造

空気圧縮機と、噴霧用アプリケーターをもちいてスラリーと空気を噴霧

さわやかミストを供給する噴霧ポンプ内蔵

空気－液体混合物用アプリケータヘッド構造

マイクロバブル発生及び循環

噴射ノズルに水を供給する洗浄水供給具

シリンダによる給水と手動又は足踏みによる吸引器

給水チューブと径の太い排水チューブ

給水と排水の装置を内蔵した電動歯ブラシ

孔を設けた歯ブラシ装着用背板

マ

イ

ク

ロ

バ

ブ

ル

噴

ミ

ス

ト

発

生

空

気

・

液

体

混

合

物

片

手

操

作

給

水

調

整

解決された矛盾モデル　　または　　有用作用の改善

光

増

感

作

用

○

製造・保管

保存性

○ ○ ○○ ○○○

○

操作容易性 ○ ○

○○ ○作業性 ○○ ○

○ ○クリーニング性 ○ ○○

○ ○

口腔内の浄化

安全性

快適性 ○○

○○
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 アプローチ その２ 

■ 具現化の工夫、転用・応用の知見を獲得・発掘の準備完了 

ニーズ情報 
としての 
効能効果 

効果を生成する原理 
しくみ・作用力 

効能効果 
 vs. 

 しくみ・作用力 
相関マトリクス 

しくみ・作用力  
Vs.  

技術手段・工夫 
 

相関マトリクス 

解決された 
矛盾や 

不足作用 

② 
活用された 
手段・工夫 

（技術転用、応用の参照情報） 

① 

顧客ニーズに応えるにあたって、技術の活用の仕方（転用・応用）を複数学び 
社内保有(休眠）知財に対する俯瞰的・多視点からの発明発掘の準備が完了 

④ ① 

③ ② 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 
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 アプローチ その３ 

■ 自社知財の棚卸し、発明発掘 
・技術の転用・応用について学び、その上で自社の全知財を棚卸し 
・活用可能性のある多数の発明を発掘、整理 

技術転用・応用の情報 

自社の知財群 

活用可能性のある発明 

クエリ: 気水混合<or> 噴霧<or>給水 <or> 排水<or> キャビテーション
# 引用 文書タイトル 関連タイプ
1 【課題を解決するための手段】 本発明は前記従来の課題を解決す

るため、注入された水を電解槽で電気分解して酸性水とアルカリ水
を生成し、取り出される酸性水とアルカリ水の一方を冷却する冷却
機能付きアルカリイオン整水器であって、電力を供給されて低温部
を形成する冷却素子と、前記冷却素子の冷熱によって予冷される
蓄冷剤を備え、電解槽から取出される酸性水またはアルカリ水の
一方を蓄冷剤中において熱交換するようになし、冷却素子から放
出される熱エネルギーを電解槽から排水される非冷却のアルカリ
水または酸性水に放熱させ、また、冷却素子から放出される熱エ
ネルギーを空気中に放熱させるようにした構成とする。

発明者「永瀬徳美」の公開特許.xlsx 最も該当する

2 57)【要約】 【課題】 浄化水を高い割合で分離抽出すると共に、排
水中の厨芥等の固形物の変性凝集及び濃縮を行いながら 氷蓄
熱によってエネルギーの有効利用を図ることを目的 とする。

特開2000-024645.pdf 最も該当する

3 57)【要約】 【課題】 氷蓄熱槽における凍結解凍処理によって、エ
ネルギーの有効利用を行ないつつ、厨芥物を含む排水中 の固形
物と共に後段の排水処理槽で発生する沈降汚泥水 中から汚泥固
形物を添加物無しで排水中から分離する排 水処理装置を得ること
を目的とする。

特開2000-061450.pdf 最も該当する

4 57)【要約】 【課題】 蓄熱によるエネルギーの有効利用と沈降固形
分の抜取り作業等のメンテナンスを軽減するとともに排 出物の環
境負荷を軽減できしかも固形物の分離を促して 効率的な排水浄
化できるようにする。

特開2000-024644.pdf 最も該当する

5 57)【要約】 【課題】 蓄熱槽における厨芥等を含む排水の凍結解凍
処理によって、エネルギーの有効利用を行ないつつ、厨 芥物の組
織破壊を促進して効率的な排水浄化ができる排 水処理装置を提
供することを目的とする。

特開2000-024643.pdf 最も該当する

6 57)【要約】 【課題】 蓄熱槽における厨芥等を含む排水の凍結解凍
処理によって、エネルギーの有効利用を行ないつつ、厨 芥等を含
む排水から固形物を添加物無しで排水中から分 離して効率的な
排水浄化ができるようにすることを目的 とする。

特開2000-024642.pdf 最も該当する

7 57)【要約】 【課題】 蓄熱槽における汚泥水の凍結解凍処理によっ
て、エネルギーの有効利用を行ないつつ、汚泥水中の固 形物の
濃縮凝集を行ない固液分離性を良くして単純な構 成ながら固液分
離性の高い排水浄化処理も合わせて実施 することを目的とする。

特開2000-024641.pdf 最も該当する

8 57)【要約】 【課題】 汚泥を含む排水を膜濾過によって浄化水を高
い割合で分離抽出でき、しかも氷蓄熱によってエネルギ ーの有効
利用が可能な排水処理装置を提供することを目 的とする。

特開2000-024646.pdf 最も該当する

9 【構成】 電解槽５で生成されたアルカリ水を吐出する アルカリ水吐
出口１３と、電解槽５で生成された酸性水 を吐出する酸性水吐出
口１４と、電解槽５内の滞留水を 吐出する排水吐出口１５とを備え
た電解水生成器におい て、電解槽５の下流に方向切り替え弁を設
け、電解層５ の極性の切り替え直後のスケールを含む電解液を方
向切 り替え弁を通して排水吐出口１５側へ排水するようにし た。

特開平07-323287.pdf 最も該当する

10 【０００４】前記第１室３、第２室４の上部には、それ ぞれ第１排水管
１２および第２排水管１３が接続され、 それぞれ第１開閉弁１８、第
２開閉弁２０を介して酸性 水側排水管１６とアルカリ水側排水管１７
に接続され る。

特開平10-000472.pdf 最も該当する

クエリ: 気水混合<or> 噴霧<or>給水 <or> 排水<or> キャビテーション
# 引用 文書タイトル 関連タイプ
1 【請求項１】浴槽の浴水を循環路を介して循環させる循 環ポンプ

と、前記循環路に設けられ浴水中の濁り成分を 濾過する濾過装置
と、前記循環路に設けられるとともに 電解槽内に形成された第１電
解室と第２電解室を順に通 水させながら電気分解する電解装置と
を備え、前記第１ 電解室と前記第２電解室は前記電解槽の一端
側から他端 側にかけて一部連通させながら隔膜によって仕切られ
て 構成され、前記第１電解室には一端側に前記循環路に接 続さ
れる給水口が設けられるとともに、前記第２電解室 には一端側の
第１吐出口と他端側の第２吐出口とが設け られており、前記第１
電解室及び前記第２電解室にはそ れぞれ電極が設置され、前記
第１電解室の前記電極を陽 極に且つ前記第２電解室の前記電極
を陰極に印加して前 記電解槽内の浴水を通水しながら電気分解
し、前記第１ 電解室内で生成されたアルカリ性の生成水の一部を
前記 第２吐出口から吐出させるとともに、前記アルカリ性の

特開平09-056614.pdf 最も該当する

2 【請求項５】前記温度上昇停止制御手段は、前記浄水器 への給
水、断水を制御する給水電磁弁を閉弁し、外部へ の排水を制御す
る排水電磁弁を開弁して、前記電解槽内 の水を排水することによ
り、前記電解電流を遮断するこ とを特徴とする請求項２記載のアル
カリイオン整水器。

特開平08-108180.pdf 最も該当する

3 【構成】 浄水器４と、浄水器４の下流側に配置され陰 極側吐出管
１３ｄと陽極側吐出管１１ｄの２系統の電解 水吐出管を有する第１
の電解槽７ｄと、第１の電解槽７ ｄの陰極側吐出管１３ｄ又は陽極
側吐出管１１ｄのいず れか一方の電解水吐出管が給水路となるよ
うに接続され た陰極側吐出管１３ｅと陽極側吐出管１１ｅ等を有する
第２の電解槽７ｅと、第１の電解槽７ｄへの給水量を調 節する流量
調節部２２と、各電解槽等を制御するコント ローラ部１９ａとを備え
た構成を有している。

特開平07-051670.pdf 最も該当する

4 【請求項１】原水を供給する給水管とイオン水を吐出す る吐出管が
設けられた電解槽と、前記電解槽内に設けら れた第１の円筒電極
と、前記第１の円筒電極の内周側に 設けられた第２の円筒電極
と、前記第１の円筒電極と前 記第２の円筒電極の下端側に設けら
れるとともに隔膜保 持体に保持された円筒隔膜が取り付けられた
回転底板を 備えており、前記円筒隔膜を前記第１の円筒電極と前
記 第２の円筒電極の間に挿入するとともに、前記回転底板 を回転
させる駆動部を設けたことを特徴とするイオン水 生成器。

特開平08-132040.pdf 最も該当する

5 １は水道水等の原 水管、２は水栓、３は水栓２を介して原水管１と
接続さ れたアルカリイオン整水器、４は内部に原水中の残留塩 素
を吸着する活性炭及び一般細菌や不純物を取り除く中 空糸膜等
を備えた浄水器、５は通水を確認し後述のコン トローラに制御指示
する流量センサ、６は流量センサ５ を経由してきた水を電気分解す
る電解槽、７は電解槽６ を２分し電極室を形成する隔膜、８，９は隔
膜７で２分 されて形成された各電極室に配設された電極板、１０は
酸性イオン水を排出する酸性水排水管、１１は電解槽６ と酸性水
排水管１０の結合部付近に配置されアルカリイ オンを効率よく生成
するための吐水流量調整用の流量調 整部、１２は電極板８側の水
（電極板８が陰極の場合は アルカリイオン水）を吐水する吐出管、
１３は電解槽６ の滞留水や電極洗浄時のスケールを溶解した洗浄
水を排 水するための電磁弁、１４は酸性水排水管１０を介して 電
極板９側の水（電極板９が陽極の場

特開平06-343960.pdf 最も該当する

6 １は水道水等の原水管、 ２は水栓、３は水栓２を介して原水管１と
接続されたア ルカリイオン整水器、４は内部に原水中の残留塩素
を吸 着する活性炭及び一般細菌や不純物を取り除く中空糸膜 等
を備えた浄水器、５はグリセロリン酸カルシウムや乳 酸カルシウム
等のカルシウムイオンや他のミネラルを原 水中に付与し導電率を
高めるミネラル供給部、６は通水 を確認し後述のコントローラに制
御指示する流量セン サ、７は流量センサ６を経由してきた水を電
気分解する 電解槽、８は電解槽７を２分し下部に通水部を有し一
対 の電極室を形成する隔膜、９，１０は隔膜８で２分して 形成され
た各電極室に配設された電極板、１１は電極板 １０側の水（電極板
１０が陽極の場合は酸性イオン水） を排出する排水管、１２は電解
槽７と排水管１１の結合 部付近に配置されアルカリイオン水を効率
よく生成する ための吐水流量調整用の流量調整部、１３は電極板
９側 の水（電極板９が陰極の場合はア

特開平06-343959.pdf 最も該当する

7 注入された水を酸性水とアルカリ水とに電気分解して、各々を異な
る流路から排水する電 解槽と、電力を供給されて低温部を形成す
る冷却素子と、前記冷却素子の冷熱によって予 冷される蓄冷剤
と、前記電解槽から排水される酸性水またはアルカリ水の一方を
前記蓄冷 剤に放熱するように設けた熱交換部と、前記冷却素子
から放出される熱エネルギーを前記 電解槽から排水される非冷却
のアルカリ水または酸性水に放熱する手段と、前記冷却素子 から
放出される熱エネルギーを空気中に放熱させる手段とを有すること
を特徴とする冷却 機能付アルカリイオン整水器。

特開2004-000828.pdf 最も該当する

8 １は水道水等の原 水管、２は水栓、３は水栓２を介して原水管１と
接続さ れたアルカリイオン整水器、４は内部に原水中の残留塩 素
を吸着する活性炭及び一般細菌や不純物を取り除く中 空糸膜等
を備えた浄水器、５はグリセロリン酸カルシウ ムや乳酸カルシウム
等のカルシウムイオンや他のミネラ ルを原水中に付与し導電率を
高めるミネラル供給部、６ は通水を確認し後述のコントローラに制
御指示する流量 センサ、７は流量センサ６を経由してきた水を電
気分解 する電解槽、８は電解槽７を２分し電極室を形成する隔
膜、９，１０は隔膜８で２分して形成された各電極室に 配設された
電極板、１１は電極板１０側の水（電極板１ ０が陽極の場合は酸性
イオン水）を排出する排水管、１ ２は電解槽７と排水管１１の結合
部付近に配置されアル カリイオン水を効率よく生成するための吐
水流量調整用 の流量調整部、１３は電極板９側の水（電極板９が
陰極 の場合はアルカリイオン水）を吐水す

特開平06-343961.pdf 最も該当する

9 １は水道水等の原 水管、２は水栓、３は水栓２を介して原水管１と
接続さ れたアルカリイオン整水器、４は内部に原水中の残留塩 素
を吸着する活性炭及び一般細菌や不純物を取り除く中 空糸膜等
を備えた浄水器、５はグリセロリン酸カルシウ ムや乳酸カルシウム
等のカルシウムイオンや他のミネラ ルを原水中に付与し導電率を
高めるミネラル供給部、６ は通水を確認し後述のコントローラーに
制御指示する流 量センサ、７は流量センサ６を経由してきた水を
電気分 解する電解槽、８は電解槽７を２分し電極室を形成する 隔
膜、９，１０は隔膜８で２分されて形成された各電極 室に配設され
た電極板、１１は電極板１０側の水（電極 板１０が陽極の場合は酸
性イオン水）を排出する排水 管、１２は電解槽７と排水管１１の結
合部付近に配置さ れアルカリイオンを効率よく生成するための吐
水流量調 整用の流量調整部、１３は電極板９側の水（電極板９が
陰極の場合はアルカリイオン水）を吐水

特開平06-335681.pdf 最も該当する

10 循環ポ ンプ６で浴槽１から吸い上げられた水は給水管３０を通 っ
てろ過タンク１０の下部の分散室３１に入り、下から 上へろ材１２を
通過してろ過されて浴槽１に戻される。

特開平08-173721.pdf 最も該当する

クエリ: 気水混合<or> 噴霧<or>給水 <or> 排水<or> キャビテーション
# 引用 文書タイトル 関連タイプ
1 １は水道水等の 原水管、２は水栓、３は水栓２を介して原水管１と

接続 されたアルカリイオン整水器、４は内部に原水中の残留 塩素
を吸着する活性炭及び一般細菌や不純物を取り除く 中空糸膜等
を備えた浄水器、５はグリセロリン酸カルシ ウムや乳酸カルシウム
等のカルシウムイオンや他のミネ ラルを原水中に付与し導電率を
高めるミネラル供給部、 ６は通水量を検出し後述のコントローラに
制御指示する 流量センサ、７は流量センサ６を経由してきた水を
電気 分解する電解槽、８は電解槽を２分し下部に通水部を有 し一
対の電極室を形成する隔膜、９，１０は隔膜８で２ 分されて形成さ
れた各電極室に配設された電極、１１は 電極１０側の水（電極１０
が陽極の場合は酸性イオン 水）を排出する排水管、１２は電解槽
７と排水管１１の 結合部付近に配置されアルカリイオン水等を効率
よく生 成するための吐水流量調整用の流量調整部、１３は電極 ９
側の水（電極９が陰極の場合はアルカリ

特開平06-335680.pdf 最も該当する

2 こ の軸流羽根１２１は、小型、高揚程の外部駆動形ライン ポンプを
実現するため、高速回転でもキャビテーション を発生しないで円
滑な吸込みを実現できるように設けら れるもので、インデューサと
なっている。

特開2000-314390.pdf 最も該当する

3 【０００４】１１は吐水管４から吐出される所望の電解 液の流量と捨
て水の電解液の流量比を調整する絞り、１ ２は浄水供給時には捨
て水する必要がないためこれを防 ぐ捨て水電磁弁、１３は捨て水
用ホース、１４は電解槽 ７内の滞留水や洗浄後の残留水を排水す
る排水電磁弁、 １５は排水ホースである。

特開平08-229560.pdf 最も該当する

4 の滞留水や電極洗浄時のスケール を溶解した洗浄水を排水する
ための排水電磁弁、１８は 電解槽６内の滞留水や洗浄排水を放出
する排水ホース、 １９は電源投入プラグ、２０は電源投入プラグ１９
より の交流電源を直流電源に変える電源部、２１はアルカリ イオ
ン整水器３の動作をコントロールするコントローラ である。

特開平07-323282.pdf 最も該当する

5 【０００５】また、運転可能条件の検出以外では、外気 湿度を無視
し、外気温度のみで制御しようとしている が、噴霧水滴が冷却され
凍結する場合、外気温度でのみ 冷却されるのではなく、蒸発冷却
も大きな役割をはたす ので、外気湿度は無視できず、こまやかな
制御を行うに は、温度と湿度の両方を情報として取り込み、温度に
よ る冷却熱と蒸発による冷却熱の総和と相関のある外気湿 球温
度を基準に、水流量を制御する必要がある。

特開平06-034244.pdf 最も該当する

6 【０００４】対象となる流体としては、水、油、紛体な ど流動性を示す
ものすべてであるが、民生用の分野で は、給水や給湯の加圧用
や浴槽水の循環や或いは排水や 汚水輸送など水を主成分とする
場合がほとんどである。

特開2001-153092.pdf 最も該当する

7 【発明が解決しようとする課題】従来の技術では、ポン プの給水ま
たは吐水の配管をポンプ本体の外側を回して ドライブ手段の取付
け部分に配置するか、またはドライ ブ手段の配置場所からポンプ
の給水または吐水の部分ま で伝熱させる構造物を追加していた。

特開2001-123996.pdf 最も該当する

8 そして、高速化するため羽根車の吸込み側でキ ャビテーションが
発生するし、水との比重差で発生する エアーの滞留量も小型化と
は逆に相対的に大きな影響を もつようになり、効率を損ない、機械
の寿命を短くす る。

特開2000-337287.pdf 最も該当する

9 自吸式ポンプは、一般的に起動時には羽根車の撹拌作用により気
液混合状態で吐出し、ポ ンプの内部または外部で重力を利用して
気水分離し、水だけ吸込み側へ返流する構造を有 している。

特開2004-019546.pdf 最も該当する

10 加圧室４内部では還流してきた 液体と流入した気体が混合状態と
なり、羽根車５に吸込 まれ、羽根車５で加圧されて気液分離室６
へ吐出され る。 分離された水の一部は還 流穴８を通り、ハウジン
グ１の隙間を流れ、羽根車５の 吸込口２に還流される。

特開2000-274388.pdf 最も該当する

クエリ: 触媒<or>光<or>殺菌<or>研磨<or>封止<or>密封
# 引用 文書タイトル 関連タイプ
1 【発明が解決しようとする課題】 【０００４】 しかし、グリーン電力証

書は、太陽光発電設備や風力発電設備などを利用して発電したグ
リーン電力の量を証明するものである。

発明者「永瀬徳美」の公開特許.xlsx 最も該当する

2 【構成】 被検査びん１に散乱光を照射する光源７と、 該光源７によ
り照射された被検査びんを撮影するＣＣＤ カメラ３と、該ＣＣＤカメラ
３に到達するびん透過光 を、びんを透過しない光と識別して光の波
長成分を測定 してびんの色を分類する機能を有する画像処理装
置４と からなることを特徴としている。

特開平05-126761.pdf 最も該当する

3 画像を形成する画像形成手段と、前記画像形成手段で形成された
画像を光学的に投影像と して拡大投影する画像拡大投影手段と、
前記画像拡大投影手段からの投影像を投影するス クリーン部と、
前記画像形成手段から前記スクリーン部へ投影光を導く導光手段
からなる 背面投射ディスプレイ装置であって、前記導光手段は３
枚以上の平面鏡からなり、前記画 像形成手段から投影光を第１の
反射面で反射し、第２の反射面で反射した後、再び第１の 反射面
で反射し、さらに第３の反射面で反射し前記スクリーン部へ投影さ
れ、また前記ス クリーン部は前記第１の反射面と略同一面、また
は裏面に形成されており、さらに前記画 像形成手段は前記第３の
反射面の略中央に設置していることを特徴とする背面投射ディス
プレイ装置。

特開2004-040619.pdf 最も該当する

4 57)【要約】 【目的】 運転開始初期から微小な濁り成分までを容易
に濾過し、簡単な方法で浴水を殺菌することができ、ア ストリンゼ
ント効果が得られる小型でメンテナンスが容 易で衛生的な循環温
浴器を提供することを目的とする。

特開平09-056614.pdf 最も該当する

5 【請求項７】前記水位検知手段が、浮体を備えた遮光部 品と、該
遮光部品の有無によって信号を出力する光セン サーから構成さ
れたことを特徴とする請求項４または５ に記載の微細気泡発生装
置。

特開2002-336668.pdf 最も該当する

6 57)【要約】 【目的】 殺菌水等として用いる強酸性イオン水を添加
物なしで、しかも飲料用、農業用等に適した低アルカリ イオン水と
同時に生成することのできる電解水生成器を 提供すること、また
添加物なしに殺菌水等として用いる 強酸性イオン水及び飲料用、
農業用等に用いる強アルカ リイオン水を同時に生成することので
きる電解水生成器 の提供を目的とする。

特開平07-051670.pdf 最も該当する

7 グリーンエネルギーのエネルギー源は 、例えば、水力、地熱、太陽
光、太陽熱、潮汐、風力、バイオマスなどである。

特開2012-212347.pdf 最も該当する

8 図９において、画像形成装置は、Ｎｉ（ニッケル）等からなる閉ループ
状のベルト基材 の外周面上に有機光導電体等の感光層が薄膜
状に形成された感光体（像担持回転体）１を 有している。

特開2005-300882.pdf 最も該当する

9 【請求項６】気泡検知手段が光透過度センサーを備え、 光透過度
変化を検出して気泡を検知することを特徴とす る請求項４に記載
のターボ型ポンプ。

特開2001-280286.pdf 最も該当する

10 【構成】 原料粉容器１９内の茶葉２４の除湿を行う除 湿ランプ２０を
設け、前記原料粉容器の側部に粉残量に 応じて除湿ランプの光を
受光する光電変換パネル２３を 設け、前記光電変換パネルの出力
によって作動するラン プ２１，２２等の表示手段を設けた構成とす
る。

特開平07-111944.pdf 最も該当する
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 アプローチ その３ 

■ 自社知財の棚卸し、発明発掘 
・技術の転用・応用について学び、その上で自社の全知財を棚卸し 
・活用可能性のある多数の発明を発掘、整理 

Goldfireによる自社知財ＤＢに対するキーワード検索例 
クエリ: 気水混合<or> 噴霧<or>給水 <or> 排水<or> キャビテーション

# 引用 文書タイトル 関連タイプ URL
1 【課題を解決するための手段】 本発明は前記従来の課題を解決す

るため、注入された水を電解槽で電気分解して酸性水とアルカリ水
を生成し、取り出される酸性水とアルカリ水の一方を冷却する冷却
機能付きアルカリイオン整水器であって、電力を供給されて低温部
を形成する冷却素子と、前記冷却素子の冷熱によって予冷される
蓄冷剤を備え、電解槽から取出される酸性水またはアルカリ水の
一方を蓄冷剤中において熱交換するようになし、冷却素子から放
出される熱エネルギーを電解槽から排水される非冷却のアルカリ
水または酸性水に放熱させ、また、冷却素子から放出される熱エ
ネルギーを空気中に放熱させるようにした構成とする。

発明者「永瀬徳美」の公開特許.xlsx 最も該当する C:\Users\0000134680\Docume
nts\永瀬DAT\発明者「永瀬徳
美」の公開特許明細\発明者「永
瀬徳美」の公開特許.xlsx

2 57)【要約】 【課題】 浄化水を高い割合で分離抽出すると共に、排
水中の厨芥等の固形物の変性凝集及び濃縮を行いながら 氷蓄
熱によってエネルギーの有効利用を図ることを目的 とする。

特開2000-024645.pdf 最も該当する C:\Users\0000134680\Docume
nts\永瀬DAT\発明者「永瀬徳
美」の公開特許明細\特開2000-

3 57)【要約】 【課題】 氷蓄熱槽における凍結解凍処理によって、エ
ネルギーの有効利用を行ないつつ、厨芥物を含む排水中 の固形
物と共に後段の排水処理槽で発生する沈降汚泥水 中から汚泥固
形物を添加物無しで排水中から分離する排 水処理装置を得ること
を目的とする。

特開2000-061450.pdf 最も該当する C:\Users\0000134680\Docume
nts\永瀬DAT\発明者「永瀬徳
美」の公開特許明細\特開2000-
061450.pdf

4 57)【要約】 【課題】 蓄熱によるエネルギーの有効利用と沈降固形
分の抜取り作業等のメンテナンスを軽減するとともに排 出物の環
境負荷を軽減できしかも固形物の分離を促して 効率的な排水浄
化できるようにする。

特開2000-024644.pdf 最も該当する C:\Users\0000134680\Docume
nts\永瀬DAT\発明者「永瀬徳
美」の公開特許明細\特開2000-
024644.pdf

5 57)【要約】 【課題】 蓄熱槽における厨芥等を含む排水の凍結解凍
処理によって、エネルギーの有効利用を行ないつつ、厨 芥物の組
織破壊を促進して効率的な排水浄化ができる排 水処理装置を提
供することを目的とする。

特開2000-024643.pdf 最も該当する C:\Users\0000134680\Docume
nts\永瀬DAT\発明者「永瀬徳
美」の公開特許明細\特開2000-
024643.pdf

6 57)【要約】 【課題】 蓄熱槽における厨芥等を含む排水の凍結解凍
処理によって、エネルギーの有効利用を行ないつつ、厨 芥等を含
む排水から固形物を添加物無しで排水中から分 離して効率的な
排水浄化ができるようにすることを目的 とする。

特開2000-024642.pdf 最も該当する C:\Users\0000134680\Docume
nts\永瀬DAT\発明者「永瀬徳
美」の公開特許明細\特開2000-
024642.pdf

7 57)【要約】 【課題】 蓄熱槽における汚泥水の凍結解凍処理によっ
て、エネルギーの有効利用を行ないつつ、汚泥水中の固 形物の
濃縮凝集を行ない固液分離性を良くして単純な構 成ながら固液分
離性の高い排水浄化処理も合わせて実施 することを目的とする。

特開2000-024641.pdf 最も該当する C:\Users\0000134680\Docume
nts\永瀬DAT\発明者「永瀬徳
美」の公開特許明細\特開2000-
024641.pdf

8 57)【要約】 【課題】 汚泥を含む排水を膜濾過によって浄化水を高
い割合で分離抽出でき、しかも氷蓄熱によってエネルギ ーの有効
利用が可能な排水処理装置を提供することを目 的とする。

特開2000-024646.pdf 最も該当する C:\Users\0000134680\Docume
nts\永瀬DAT\発明者「永瀬徳
美」の公開特許明細\特開2000-

9 【構成】 電解槽５で生成されたアルカリ水を吐出する アルカリ水吐
出口１３と、電解槽５で生成された酸性水 を吐出する酸性水吐出
口１４と、電解槽５内の滞留水を 吐出する排水吐出口１５とを備え
た電解水生成器におい て、電解槽５の下流に方向切り替え弁を設
け、電解層５ の極性の切り替え直後のスケールを含む電解液を方
向切 り替え弁を通して排水吐出口１５側へ排水するようにし た。

特開平07-323287.pdf 最も該当する C:\Users\0000134680\Docume
nts\永瀬DAT\発明者「永瀬徳
美」の公開特許明細\特開平07-
323287.pdf

10 【０００４】前記第１室３、第２室４の上部には、それ ぞれ第１排水管
１２および第２排水管１３が接続され、 それぞれ第１開閉弁１８、第
２開閉弁２０を介して酸性 水側排水管１６とアルカリ水側排水管１７
に接続され る。

特開平10-000472.pdf 最も該当する C:\Users\0000134680\Docume
nts\永瀬DAT\発明者「永瀬徳
美」の公開特許明細\特開平10-
000472.pdf
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要約

(57)【要約】 【課

題】従来の自吸

式ポンプは、再

自吸に必要な水

量を残す補水容

積を確保するた

め、非自吸式ポ

ンプと比べサイ

ズが大きくなる

(57)【要約】 【課

題】本発明は回

転数を変化させ

て運転しても効

率が高く、異物

が混入していて

も破砕でき、小

型、高揚程化が

可能なポンプを

(57)【要約】 【課

題】配置上の制

約を受けること

なく機器に付帯

できるとともに高

温の水を取り扱

う場合でも大型

化することなく

発熱部を冷却で

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

吐出配管の配

置方向によら

ず、小型であっ

ても運転中に滞

留した気泡を速

やかに排出でき

るターボ型ポン

(57)【要約】 【課

題】水道水等か

らの水を酸性水

とアルカリ水とに

分解し、冷却し

て吐水するため

には、冷水を貯

水しておいたり、

大型の冷却装

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

無通水運転中に

おける軸受の端

面摩耗を低減で

きる小型の遠心

型シールレスポ

ンプとその軸受

摩耗低減方法を

(57)【要約】 【課

題】画像形成装

置の中間転写

体およびこれを

クリーニングす

る中間転写体ク

リーニング手段

の磨耗を低減さ

せつつ中間転

(57)【要約】 【目

的】ガラスびん

を自動的に色分

別可能とした。

【構成】被検査

びん１に散乱光

を照射する光源

７と、該光源７に

より照射された

(57)【要約】 【目

的】本発明は外

気温度に加えて

外気湿度を考慮

し、適格な雪質

管理を行うこと

のできる人工降

雪装置及び雪

質制御方法を提

(57)【要約】 【目

的】電解水の成

分濃度を均一に

保つとともに、電

気分解によって

生ずる水素や酸

素や塩素ガス

等が隔膜保持

体の枠体部に滞

(57)【要約】 【目

的】運転開始初

期から微小な濁

り成分までを容

易に濾過し、簡

単な方法で浴水

を殺菌すること

ができ、アストリ

ンゼント効果が

(57)【要約】 【課

題】強酸性水を

生成する電解水

生成装置におい

ては、原水に食

塩水を混合希釈

してこれを電解

槽で電解して強

酸性水とアルカ
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（１）本発明によ

る人工降雪装置
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【００３０】 この課
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加圧室４内

部では還

流してきた

液体と流入

した気体が

混合状態

となり、羽

根車５に吸

こ の軸流

羽根１２１

は、小型、

高揚程の

外部駆動

形ライン ポ

ンプを実現

するため

【発明が解

決しようと

する課題】

従来の技

術では、ポ

ン プの給

水または

吐水の配

【請求項６】

気泡検知

手段が光

透過度セン

サーを備

え、 光透過

度変化を検

出して気泡

注入された

水を酸性水

とアルカリ

水とに電気

分解して、

各々を異な

る流路から

排水する

自吸式ポン

プは、一般

的に起動

時には羽

根車の撹

拌作用によ

り気液混

合状態で

図４におい

て、画像形

成装置は、

Ｎｉ（ニッケ

ル）等から

なる閉ルー

プ状のベル

ト基材 の

【構成】 被

検査びん１

に散乱光を

照射する

光源７と、

該光源７に

より照射さ

れた被検

【０００５】

また、運転

可能条件

の検出以

外では、外

気 湿度を

無視し、外

気温度の

【産業上の

利用分野】

本発明は、

水道水、井

戸水などの

原水を電気

分解して、

飲用 医療

57)【要約】

【目的】 運

転開始初

期から微小

な濁り成分

までを容易

に濾過し、

簡単な方

【発明の属

する技術

分野】本発

明は水道

水、井戸水

等の 原水

を電気分解

して 殺菌
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要約

(57)【要約】 【課

題】従来の自吸

式ポンプは、再

自吸に必要な水

量を残す補水容

積を確保するた

め、非自吸式ポ

ンプと比べサイ

ズが大きくなる

課題があ た

(57)【要約】 【課

題】本発明は回

転数を変化させ

て運転しても効

率が高く、異物

が混入していて

も破砕でき、小

型、高揚程化が

可能なポンプを

提供する とを

(57)【要約】 【課

題】配置上の制

約を受けること

なく機器に付帯

できるとともに高

温の水を取り扱

う場合でも大型

化することなく

発熱部を冷却で

きるポ プを提

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

吐出配管の配

置方向によら

ず、小型であっ

ても運転中に滞

留した気泡を速

やかに排出でき

るターボ型ポン

プを提供する

(57)【要約】 【課

題】水道水等か

らの水を酸性水

とアルカリ水とに

分解し、冷却し

て吐水するため

には、冷水を貯

水しておいたり、

大型の冷却装

置を備え おり

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

無通水運転中に

おける軸受の端

面摩耗を低減で

きる小型の遠心

型シールレスポ

ンプとその軸受

摩耗低減方法を

提供する とを

(57)【要約】 【課

題】画像形成装

置の中間転写

体およびこれを

クリーニングす

る中間転写体ク

リーニング手段

の磨耗を低減さ

せつつ中間転

写体に付着 た

(57)【要約】 【目

的】ガラスびん

を自動的に色分

別可能とした。

【構成】被検査

びん１に散乱光

を照射する光源

７と、該光源７に

より照射された

被検査びんを撮

(57)【要約】 【目

的】本発明は外

気温度に加えて

外気湿度を考慮

し、適格な雪質

管理を行うこと

のできる人工降

雪装置及び雪

質制御方法を提

供する とを目

(57)【要約】 【目

的】電解水の成

分濃度を均一に

保つとともに、電

気分解によって

生ずる水素や酸

素や塩素ガス

等が隔膜保持

体の枠体部に滞

留する を防ぐ

(57)【要約】 【目

的】運転開始初

期から微小な濁

り成分までを容

易に濾過し、簡

単な方法で浴水

を殺菌すること

ができ、アストリ

ンゼント効果が

得られる小型

(57)【要約】 【課

題】強酸性水を

生成する電解水

生成装置におい

ては、原水に食

塩水を混合希釈

してこれを電解

槽で電解して強

酸性水とアルカ

リ水を作るが
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ライブ手段が発

【発明の効果】

請求項１に記載

された発明は、
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以上の説明より

明らかなように、
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以上のように本

発明の遠心型
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【００３５】 本発明

によれば、ク

【発明の効果】

本発明は上記

の如く構成され

【発明の効果】

（１）本発明によ

る人工降雪装置
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以上から明らか

なように本発明
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本発明の電解

水生成装置は、

手段
【課題を解決す

るための手段】

この課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、流体

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

本発明は前記

【課題を解決す

るための手段】

この目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

【００３０】 この課

【課題を解決す

るための手段】

本発明では前述

【課題を解決す

るための手段】

スノーガンに接

【課題を解決す

るための手段】

上記目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

上記目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、上記
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水平動作を昇降動作に変換するポンピング機構

手動ポンプと歯ブラシを直結し、すすぎ水供給

安価な手動部品による構成、給水用指圧ポンプ

.発明の手段・工夫（技術転用、応用）

軟質材料の膨張性を用いてワッシャ無しで部品を固定する

給水口に近接して排水口を設けた歯ブラシ

ブラシ面以外に吸引口を設け、連通して設けられた排出通路

シリンダによる給水と手動又は足踏みによる吸引器

自社知財から
発掘した

発明・知財

多層バリアフィルム包袋 に加えて、さらに樹脂フィルム がブラシ部 に被覆されている

多層バリアフィルムの補充パックと手動ポンプの構成

小さい力のポンプ輸送手段を用いて輸送されるのに最適な粘度にする

高分子量ポリオキシエチレン界面活性剤は粘度を悪くすることなく、泡立ち性能を向上させる

液体カートリッジアクセスのいいハンドル部分のカバー構造

漏れだしすることなしに流路分離可能な弁構造

柔らかさが異なる部位を有するハンドル外装と練り歯磨きチューブの内蔵

グリップ部内に水歯磨を収納し、該水歯磨を適宜の手段をもってブラシ部に供給する

空気－液体混合物用アプリケータヘッド構造

マイクロバブル発生及び循環

給水して超音波付与

美白作用剤と光エネルギーの組み合わせ

光触媒活性及び有機物吸着能を有する材料が、練り込みまたは表面コーティングされている

分配に望ましいレオロジー特性を有する歯磨剤

調整機能付き給水栓直結方式の水噴霧

指サック型ブラシと手元水路操作

歯ブラシに、給水操作を行うための給水ボタンを設けた

噴射ノズルに水を供給する洗浄水供給具

空気圧縮機と、噴霧用アプリケーターをもちいてスラリーと空気を噴霧

さわやかミストを供給する噴霧ポンプ内蔵

給水チューブと径の太い排水チューブ

給水と排水の装置を内蔵した電動歯ブラシ

孔を設けた歯ブラシ装着用背板
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1 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ち

2 使用上の電気安全性

3 水が口腔内に溜らない

4 安全で快適な口腔内洗浄を連続して行うことができる 

5 要介護の口洗いを楽らく簡単に出来るようにする

6 息を爽やかにする

7 菌を、簡便かつ効率的に分解除去する
8 効率よく、しかも確実に歯磨きをすることができる
9 刷毛の届かない歯間部や歯肉と歯の隙間の歯垢もよく  

10 植毛面積の低下を防ぎ，刷掃能力が維持できる
11 歯の美白及び染み除去を提供する
12 洗浄性を高める
13 きわめて簡単にかつ的確に口腔内の洗浄操作を行う
14 口腔内の清掃を簡易かつ適正に行うことできる
15 歯肉下領域に対する口腔処置の成果がより一層向上す
16 短時間でブラ シの剛毛内に少なくとも部分的になじむ液
17 口腔処理システムに使用するための組成物を提供する
18 複雑な機械操作を不要にし 直感的な操作化
19 器具全体の構成を極めて簡単化
20 狭い口腔内での操作を容易に行う
21 家庭で自由に簡便に使用することができる
22 簡便に練歯磨きを絞出すことができる
23 容易に携帯して使用することができる
24 片手で楽に歯磨きを行うことができる

簡便に練歯磨容器を挿入することができる
26 歯磨き剤が正しく供給される

ブラ シ交換時に歯磨き剤が漏れ出さない
27 口腔ケア組成物の連続的且つ一様な分配を提供する
28 カ バー部材の取り扱いが簡単

29 ジェ ル状歯磨き剤が乾燥したり、変質化するのが防止さ

補充物質の乾燥防止・ポンプ故障防止

口腔用器具に付着した菌の除去 衛生 ○

30 組立て作業に要する時間が大きく減少 製造性 ○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 c d g j k l m

加圧室４内

部では還

流してきた

液体と流入

した気体が

混合状態

となり 羽

こ の軸流

羽根１２１

は、小型、

高揚程の

外部駆動

形ライン ポ

ンプを実現

【発明が解

決しようと

する課題】

従来の技

術では、ポ

ン プの給

水または

【請求項６】

気泡検知

手段が光

透過度セン

サーを備

え、 光透過

度変化を検

注入された

水を酸性水

とアルカリ

水とに電気

分解して、

各々を異な

る流路から

自吸式ポン

プは、一般

的に起動

時には羽

根車の撹

拌作用によ

り気液混

図４におい

て、画像形

成装置は、

Ｎｉ（ニッケ

ル）等から

なる閉ルー

プ状のベル

【構成】 被

検査びん１

に散乱光を

照射する

光源７と、

該光源７に

より照射さ

【０００５】

また、運転

可能条件

の検出以

外では、外

気 湿度を

無視し 外

【産業上の

利用分野】

本発明は、

水道水、井

戸水などの

原水を電気

分解して

57)【要約】

【目的】 運

転開始初

期から微小

な濁り成分

までを容易

に濾過し

【発明の属

する技術

分野】本発

明は水道

水、井戸水

等の 原水

を電気分解
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シ
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及
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個
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使
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用
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シ

口
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用

組
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液

体

歯

磨

剤

組

成

物

水

噴

出

式

電

気

式

超

口

腔

用

器

具

及

び

該

光

源

付

き

電

動

歯

ブ

特開2000-

274388

特開2000-

314390

特開2001-

123996

特開2001-

280286

特開2004-

000828

特開2004-

019546

特開2005-

266654

特開平05-

126761

特開平06-

034244

特開平08-

132040

特開平09-

056614

特開平10-

000472

自吸式ポン

プ
ポンプ ポンプ

ターボ型ポ

ンプ

冷却機能

付アルカリ

イオン整水

器

遠心型

シールレス

ポンプ及び

その軸受

画像形成

装置

空びん分

別装置

人工降雪

装置と雪質

制御方法

イオン水生

成器

循環温浴

器

電解水生

成装置

(57)【要約】 【課

題】従来の自吸

式ポンプは、再

自吸に必要な水

量を残す補水容

積を確保するた

め、非自吸式ポ

ンプと比べサイ

ズが大きくなる

課題があった。

また、吸込口ま

(57)【要約】 【課

題】本発明は回

転数を変化させ

て運転しても効

率が高く、異物

が混入していて

も破砕でき、小

型、高揚程化が

可能なポンプを

提供することを

目的とする。

(57)【要約】 【課

題】配置上の制

約を受けること

なく機器に付帯

できるとともに高

温の水を取り扱

う場合でも大型

化することなく

発熱部を冷却で

きるポンプを提

供することを目

 

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

吐出配管の配

置方向によら

ず、小型であっ

ても運転中に滞

留した気泡を速

やかに排出でき

るターボ型ポン

プを提供するこ

とを目的とする。

(57)【要約】 【課

題】水道水等か

らの水を酸性水

とアルカリ水とに

分解し、冷却し

て吐水するため

には、冷水を貯

水しておいたり、

大型の冷却装

置を備えており、

雑菌の繁殖や

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

無通水運転中に

おける軸受の端

面摩耗を低減で

きる小型の遠心

型シールレスポ

ンプとその軸受

摩耗低減方法を

提供することを

目的とする。

(57)【要約】 【課

題】画像形成装

置の中間転写

体およびこれを

クリーニングす

る中間転写体ク

リーニング手段

の磨耗を低減さ

せつつ中間転

写体に付着した

汚染物質を確実

(57)【要約】 【目

的】ガラスびん

を自動的に色分

別可能とした。

【構成】被検査

びん１に散乱光

を照射する光源

７と、該光源７に

より照射された

被検査びんを撮

影するＣＣＤカメ

(57)【要約】 【目

的】本発明は外

気温度に加えて

外気湿度を考慮

し、適格な雪質

管理を行うこと

のできる人工降

雪装置及び雪

質制御方法を提

供することを目

的とする。 【構

(57)【要約】 【目

的】電解水の成

分濃度を均一に

保つとともに、電

気分解によって

生ずる水素や酸

素や塩素ガス

等が隔膜保持

体の枠体部に滞

留するのを防ぐ

ことを目的とす

(57)【要約】 【目

的】運転開始初

期から微小な濁

り成分までを容

易に濾過し、簡

単な方法で浴水

を殺菌すること

ができ、アストリ

ンゼント効果が

得られる小型で

メンテナンスが

(57)【要約】 【課

題】強酸性水を

生成する電解水

生成装置におい

ては、原水に食

塩水を混合希釈

してこれを電解

槽で電解して強

酸性水とアルカ

リ水を作るが、

アルカリ水が酸

【発明の効果】

以上の説明より

明らかなように、

【発明の効果】

本発明の請求

項１に記載の発

【発明の効果】

本発明では、ド

ライブ手段が発

【発明の効果】

請求項１に記載

された発明は、

【発明の効果】

以上の説明より

明らかなように、

【発明の効果】

以上のように本

発明の遠心型

【発明の効果】

【００３５】 本発明

によれば、ク

【発明の効果】

本発明は上記

の如く構成され

【発明の効果】

（１）本発明によ

る人工降雪装置

【発明の効果】

以上から明らか

なように本発明

【発明の効果】

以上の実施例

から明らかなよ

【発明の効果】

本発明の電解

水生成装置は、
【課題を解決す

るための手段】

この課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、流体

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

本発明は前記

【課題を解決す

るための手段】

この目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

【００３０】 この課

【課題を解決す

るための手段】

本発明では前述

【課題を解決す

るための手段】

スノーガンに接

【課題を解決す

るための手段】

上記目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

上記目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、上記

#

1 ○ ワッシャ―でスペースを設けないと適当な空間が得られないが、を用いると製造がしにくい

2 ○ 排水が適切に行われないと、水が口腔内に溜り、不快感を与え、咽頭部へ垂れて誤飲してしまう

○ 3 ○ 　 吸引口がヘッド部の刷毛の両側（ ２ 箇所） に設けられているため、ヘッド部の幅方向の寸法が広くなる

4 ○ 　 口腔ケア専用機器は複雑構成で高価

5 ○ 　 給水パックの管理が煩雑、吊るすための支柱が必要で大掛かりになる

○ ○ 6 ○ 　 吸引管と、洗浄液給液管とが外部に設けられ、操作が容易ではない

7 ○ 歯ブラシに給水及び排水の水路を設けたいが、内部に配置すると製作に手間がかかり高コストとなる

8 ○ 手に水気があると滑るので内臓された歯磨きが押出されにくい

9 ○ すすぐ力もないお年寄り等の口の中をすすぐのは意外に大変で煩わしい

○ 10 ○ 低コスト化と直感的操作化の改善が必要

11 ○ 電気式にはは感電の危険と持ち運び性の悪さ、給水栓直結では調整が不便

12 ○ 歯ブラシからの通水をO N - O F Fする操作を片手で行うことができず、作業が非効率

13 　 ○ 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ちに対応することが難しい

○ ○ ○ ○ 14 　○ 口内のゆすぎに手間取るとともに、口内の歯磨き粉、食べかす等の完全除去に時間を要する

○ 15 ○ 圧縮空位を使いたいが大掛かりになり、スラリー原料を保持すると大きくなる

○ 16 ○ 流水や吐き出すことを要求されず、飲み込む必要が無く、息を爽やかにする

○ ○ ○ 17 ○ ブラッシング中に、歯に放出できる空気－液体混合物を生成

○ ○ ○ 18 ○ 微粒子が混入されたスプレイは効果が高いが、一般の人が、家庭において自由に使用できない

○ ○ 19 ○ 水量が少ないと超音波のキャビテーションが弱くなる

○ 　 ○ 20 ○ 美白口腔ケアに十分な強度の光を使用するには、専門的な診療室での実施に限られていた

○ ○ ○ ○ ○ 21 ○ 口腔用器具に付着した菌は除去しなければならないが、人体や環境に悪影響があってはいけない

22 ○ 歯ブラシの上で形態を維持し、歯の上に一様且つ滑らかに分配されることが望ましい

23 ○ 粘性が大きいと輸送圧力が増大する

24 ○ 高分子泡安定剤は泡立ちが部分的に補われるが、増粘をもたらす

25 ○ カートリッジ交換においてカバーが不便

26 ○ 途中分離構造としたいが、切り離された時に流出を防止したい

27 ○ 練歯磨き容器の挿入及び取外しの簡単化および簡単な構造化

28 ○ 練り歯磨き剤を付けるにおいて片手で操作できず時間ロスが発生

29 ○ 即座に使用できる歯磨き剤付きがいいが、乾燥したり変質化する

30 ○ 膜式ポンプは安価であるが内容物が乾燥してしまう

　

○○

口腔内の浄化

安全性

快適性 ○○ ○ ○

クリーニング性 ○ ○○ ○ ○

○ ○作業性 ○○ ○ ○

操作容易性 ○ ○

製造・保管

保存性

○ ○ ○○ ○○○

○○

解決された矛盾モデル　　または　　有用作用の改善
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グリップ部内に水歯磨を収納し、該水歯磨を適宜の手段をもってブラシ部に供給する

多層バリアフィルム包袋 に加えて、さらに樹脂フィルム がブラシ部 に被覆されている

液体カートリッジアクセスのいいハンドル部分のカバー構造

漏れだしすることなしに流路分離可能な弁構造

空気圧縮機と、噴霧用アプリケーターをもちいてスラリーと空気を噴霧

さわやかミストを供給する噴霧ポンプ内蔵

空気－液体混合物用アプリケータヘッド構造

マイクロバブル発生及び循環

噴射ノズルに水を供給する洗浄水供給具

シリンダによる給水と手動又は足踏みによる吸引器

給水チューブと径の太い排水チューブ

給水と排水の装置を内蔵した電動歯ブラシ

孔を設けた歯ブラシ装着用背板
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果
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増
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作

用

発明の手段・工夫（技術転用、応用）
軟質材料の膨張性を用いてワッシャ無しで部品を固定する

給水口に近接して排水口を設けた歯ブラシ

ブラシ面以外に吸引口を設け、連通して設けられた排出通路

固

定

化

内
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化

粘

性
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性

多層バリアフィルムの補充パックと手動ポンプの構成

#

Goldfire
検索

引用抽出

文書タイトル

発明の名称

要約

発明の効果

手段

給水して超音波付与

美白作用剤と光エネルギーの組み合わせ

光触媒活性及び有機物吸着能を有する材料が、練り込みまたは表面コーティングされている

分配に望ましいレオロジー特性を有する歯磨剤

小さい力のポンプ輸送手段を用いて輸送されるのに最適な粘度にする

高分子量ポリオキシエチレン界面活性剤は粘度を悪くすることなく、泡立ち性能を向上させる

水平動作を昇降動作に変換するポンピング機構

手動ポンプと歯ブラシを直結し、すすぎ水供給

安価な手動部品による構成、給水用指圧ポンプ

調整機能付き給水栓直結方式の水噴霧

指サック型ブラシと手元水路操作

歯ブラシに、給水操作を行うための給水ボタンを設けた
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 アプローチ その３ 

■ 発明の発掘までの俯瞰 

自社の知財から 
発掘した発明 

ニーズ情報 
としての 
効能効果 

効果を生成する原理 
しくみ・作用力 

効能効果 
 vs. 

 しくみ・作用力 
相関マトリクス 

しくみ・作用力  
vs  

技術手段・工夫 
 

相関マトリクス 

解決された 
矛盾や 

不足作用 

技術手段・工夫  
    vs  

 

自社の発掘発明 
 

相関マトリクス 

② ③ 
活用された 
手段・工夫 

（技術転用、応用の 
参照情報） 

① 

顧客ニーズに対応する
技術の転用や応用を 
複数学び、俯瞰・整理 
 

可能性ある自社の発明 
を多数発掘済み 

④ ① 

③ ② 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 
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 アプローチ その４ 

■ 発掘発明の結合・融合新たな価値創出 
 ・自社知財からの発掘発明を、最大限に結合・融合、工夫の追加を検討 

・結合と融合の結果と新たな効果（価値提供可能性）を整理 

# 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

Goldfire検索・
引用抽出

加圧室４内

部では還

流してきた

液体と流入

した気体が

混合状態

となり、羽

根車５に吸

こ の軸流

羽根１２１

は、小型、

高揚程の

外部駆動

形ライン ポ

ンプを実現

するため

【発明が解

決しようと

する課題】

従来の技
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検査びん１

に散乱光を
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光源７と、
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れた被検

【０００５】
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外では、外

気 湿度を

無視し、外

気温度の

【産業上の

利用分野】

本発明は、

水道水、井

戸水などの

原水を電気

分解して、

飲用 医療

57)【要約】

【目的】 運

転開始初

期から微小

な濁り成分

までを容易

に濾過し、

簡単な方

【発明の属

する技術

分野】本発

明は水道

水、井戸水

等の 原水
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(57)【要約】 【課

題】従来の自吸

式ポンプは、再

自吸に必要な水

量を残す補水容

積を確保するた

め、非自吸式ポ

ンプと比べサイ

ズが大きくなる

課題があった。

また、吸込口ま

たは吐出口に弁

を設ける構造の

(57)【要約】 【課

題】本発明は回

転数を変化させ

て運転しても効

率が高く、異物

が混入していて

も破砕でき、小

型、高揚程化が

可能なポンプを

提供することを

目的とする。

【解決手段】本

発明のポンプ

(57)【要約】 【課

題】配置上の制

約を受けること

なく機器に付帯

できるとともに高

温の水を取り扱

う場合でも大型

化することなく

発熱部を冷却で

きるポンプを提

供することを目

的とする。 【解

決手段】ドライブ

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

吐出配管の配

置方向によら

ず、小型であっ

ても運転中に滞

留した気泡を速

やかに排出でき

るターボ型ポン

プを提供するこ

とを目的とする。

【解決手段】本

発明のターボ型

(57)【要約】 【課

題】水道水等か

らの水を酸性水

とアルカリ水とに

分解し、冷却し

て吐水するため

には、冷水を貯

水しておいたり、

大型の冷却装

置を備えており、

雑菌の繁殖や

装置の大型化

の問題を解決す

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

無通水運転中に

おける軸受の端

面摩耗を低減で

きる小型の遠心

型シールレスポ
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びん１に散乱光

を照射する光源

７と、該光源７に
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被検査びんを撮
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ラ３と、該ＣＣＤ

カメラ３に到達

(57)【要約】 【目

的】本発明は外

気温度に加えて

外気湿度を考慮

し、適格な雪質

管理を行うこと

のできる人工降

雪装置及び雪

質制御方法を提
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的】電解水の成

分濃度を均一に

保つとともに、電

気分解によって
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素や塩素ガス

等が隔膜保持

体の枠体部に滞

留するのを防ぐ

ことを目的とす

るものである。

【構成】本発明

(57)【要約】 【目

的】運転開始初

期から微小な濁

り成分までを容

易に濾過し、簡

単な方法で浴水

を殺菌すること
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ンゼント効果が

得られる小型で
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(57)【要約】 【課

題】強酸性水を

生成する電解水

生成装置におい

ては、原水に食

塩水を混合希釈

してこれを電解

槽で電解して強

酸性水とアルカ

リ水を作るが、

アルカリ水が酸

性水と同量の塩

分を含み、前記

発明の効果

【発明の効果】

以上の説明より

明らかなように、

本発明の自吸

式ポンプは、ポ

ンプを通過する

【発明の効果】
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項１に記載の発

明によれば、定

格回転数では整

流板で予旋回を

【発明の効果】

本発明では、ド

ライブ手段が発

生する熱と固定

子の巻線が発

生する熱を金属

【発明の効果】

請求項１に記載

された発明は、

駆動制御部の

運転状態を検出

する運転監視手

【発明の効果】

以上の説明より
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本発明によれば

アルカリ水を取

り出さない状態

【発明の効果】

以上のように本

発明の遠心型

シールレスポン

プは、羽根車と

ロータに対する

【発明の効果】

【００３５】 本発明

によれば、ク
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を行わないとき

には除去部の像

【発明の効果】

本発明は上記

の如く構成され

ているので従来
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【課題を解決す

るための手段】

この課題を解決

するために本発
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プは、ポンプの

停止中にポンプ

【課題を解決す
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るための手段】

本発明は、流体

が通過する流路

を形成した側に

配置される羽根

車と 体化した
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ために、被検査
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【課題を解決す
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発明の遠心型

シールレスポン

プは、羽根車と

ロータに対する

【発明の効果】

【００３５】 本発明

によれば、ク

リーニング動作

を行わないとき

には除去部の像

【発明の効果】

本発明は上記

の如く構成され

ているので従来

作業員が実施し

ていた回収びん

【発明の効果】

（１）本発明によ

る人工降雪装置

は、ゲレンデに

配置した大気温

度センサー、大

【発明の効果】

以上から明らか

なように本発明

によれば、円筒

隔膜を第１の円

筒電極と第２の

【発明の効果】

以上の実施例

から明らかなよ

うに本発明によ

れば、循環路に

設けられるとと

【発明の効果】

本発明の電解

水生成装置は、

電解槽内の電

極板表面から塩

水を供給できる

手段

【課題を解決す

るための手段】

この課題を解決

するために本発

明の自吸式ポン

プは、ポンプの

停止中にポンプ

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

するために本発

明のポンプは、

吸込み部に設け

られ所定の曲率

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、流体

が通過する流路

を形成した側に

配置される羽根

車と 体化した

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

するために本発

明のターボ型ポ

ンプは、流体に

運動エネルギ

【課題を解決す

るための手段】

本発明は前記

従来の課題を解

決するため、注

入された水を電

解槽で電気分解

【課題を解決す

るための手段】

この目的を達成

するために本発

明の遠心型シー

ルレスポンプ

は 羽根車と

【課題を解決す

るための手段】

【００３０】 この課

題を解決するた

めに、本発明の

画像形成装置

は 回転可能に

【課題を解決す

るための手段】

本発明では前述

課題を解決する

ために、被検査

びん下方に散乱

光源を配し び

【課題を解決す

るための手段】

スノーガンに接

続される水弁お

よび空気弁を電

動弁にする。ま

た ゲレンデに

【課題を解決す

るための手段】

上記目的を達成

するために本発

明のイオン水生

成器は、円筒隔

膜を第１の円筒

【課題を解決す

るための手段】

上記目的を達成

するために本発

明の循環温浴

器は、浴槽の浴

水を循環路を介

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、上記

目的を達成する

ために、内部に

対向する電極板

を有する電解槽

発掘した発明群 

先行企業が顧客ニーズに応えるために解決してきた矛盾や不足作用のモデル 
記述もできている 

既解決矛盾の周辺に、新たな矛盾を発見？ 

⇒ 「二匹目のドジョウ」矛盾の発見 
 

既解決の不足作用は、今後は安泰？それとも？？ 
 

システム進化の法則や顧客要求のＳカーブも活用、 

作用の賞味期限の推察から 新たな不足作用を 
発見できる可能性あり  不足作用はニーズに直結 

対象者や時間や空間を変化させると、 

新たな矛盾を発見できる可能性あり 
 

価値ある矛盾発見は、新たな魅力を生む源泉 

スペシャルなチャレンジ！ 

スペシャルなチャレンジ！ 
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 アプローチ その４ 

■ 発掘発明の結合・融合新たな価値創出 
 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 

新たな提案その１ 

給水部に薄い塩水を供給して強酸性水を生成する電解層を組み込み、 
◆ 弱い運転ですすぎ時に口腔内の除菌を促す強酸性水を提供、 
◆ 強い運転の強酸性水で器具内部を除菌清浄する衛生的システムを提供 

新たな提案その２ 

◆ 自吸性と気泡排出運転が可能な小型のラインポンプで、負圧吸引器不要、 
◆ 気泡や食べかすなどの異物を含むすすぎ水を排出できるコンパクトな 
    システムを提供 

新たな提案その３ 

◆ 空気ポンプを用いず自吸性を有するポンプで気水混合と比率可変調整し、 
◆ ペルチェ素子と保温材で体温より若干高いまたは低い温度の噴水 
を供給し、清涼感や癒し感を得ることができるシステムを提供 



● ● 衛生

製造性

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 #
特開

2000-

27438

特開

2000-

31439

特開

2001-

12399

特開

2001-

28028

特開

2004-

00082

特開

2004-

01954

特開

2005-

26665

特開平

05-

12676

特開平

06-

03424

特開平

08-

13204

特開平

09-

05661

特開平

10-

00047
文書タイトル

自吸式

ポンプ
ポンプ ポンプ

ターボ

型ポン

プ

冷却機

能付ア

ルカリ

イオン

整水器

遠心型

シール

レスポ

ンプ及

びその

軸受摩

耗低減

画像形

成装置

空びん

分別装

置

人工降

雪装置

と雪質

制御方

法

イオン

水生成

器

循環温

浴器

電解水

生成装

置
発明等の名称

(57)【要

約】 【課

題】従来の

自吸式ポ

ンプは、再

自吸に必

要な水量

を残す補

水容積を

確保する

(57)【要

約】 【課

題】本発明

は回転数

を変化させ

て運転して

も効率が

高く、異物

が混入して

いても破

(57)【要

約】 【課

題】配置上

の制約を

受けること

なく機器に

付帯できる

とともに高

温の水を

取り扱う場

(57)【要

約】 【課

題】本発明

は、吐出配

管の配置

方向によら

ず、小型で

あっても運

転中に滞

留した気泡

(57)【要

約】 【課

題】水道水

等からの

水を酸性

水とアルカ

リ水とに分

解し、冷却

して吐水す

るために

(57)【要

約】 【課

題】本発明

は、無通水

運転中に

おける軸

受の端面

摩耗を低

減できる小

型の遠心

(57)【要

約】 【課

題】画像形

成装置の

中間転写

体およびこ

れをクリー

ニングする

中間転写

体クリーニ

(57)【要

約】 【目

的】ガラス

びんを自

動的に色

分別可能

とした。

【構成】被

検査びん１

に散乱光

(57)【要

約】 【目

的】本発明

は外気温

度に加えて

外気湿度

を考慮し、

適格な雪

質管理を

行うことの

(57)【要

約】 【目

的】電解水

の成分濃

度を均一

に保つとと

もに、電気

分解によっ

て生ずる

水素や酸

(57)【要

約】 【目

的】運転開

始初期か

ら微小な

濁り成分ま

でを容易に

濾過し、簡

単な方法

で浴水を

(57)【要

約】 【課

題】強酸性

水を生成

する電解

水生成装

置において

は、原水に

食塩水を

混合希釈

要約

●

保存性

操作容易性

作業性

クリーニング性

快適性

安全性

●● ●

● ●

新たな提案その１

給水部に薄い塩水を供給して強酸性水を生成する電解層を組み込み、

◆ 弱い運転ですすぎ時に口腔内の除菌を促す強酸性水を提供、

◆ 強い運転の強酸性水で器具内部を除菌清浄する衛生的システムを提供

新たな提案その２

◆ 自吸性と気泡排出運転が可能な小型のラインポンプで、負圧吸引器不要、

◆ 気泡や食べかすなどの異物を含むすすぎ水を排出できるコンパクトな

システムを提供

新たな提案その３

◆ 空気ポンプ不要で自吸性を有するポンプで気水混合と比率可変調整し、

◆ ペルチェ素子と保温材で体温より若干高いまたは低い温度の噴水

を供給し、清涼感や癒し感を得ることができるシステムを提供
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 アプローチ その４ 

■ 発掘発明の結合・融合新たな価値創出 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 

・自社知財からの発掘発明を最大限に結合・融合、工夫の追加を検討 
・結合と融合の結果と新たな効果（価値提供可能性）を整理 

④ 自社知財から発掘発明 vs. 新たな顧客価値 

④ ① 

③ ② 



1 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ち

2 使用上の電気安全性

3 水が口腔内に溜らない

4 安全で快適な口腔内洗浄を連続して行うことができる 

5 要介護の口洗いを楽らく簡単に出来るようにする

6 息を爽やかにする

7 菌を、簡便かつ効率的に分解除去する
8 効率よく、しかも確実に歯磨きをすることができる
9 刷毛の届かない歯間部や歯肉と歯の隙間の歯垢もよく除  

10 植毛面積の低下を防ぎ，刷掃能力が維持できる
11 歯の美白及び染み除去を提供する
12 洗浄性を高める
13 きわめて簡単にかつ的確に口腔内の洗浄操作を行う
14 口腔内の清掃を簡易かつ適正に行うことできる
15 歯肉下領域に対する口腔処置の成果がより一層向上す
16 短時間でブラ シの剛毛内に少なくとも部分的になじむ液
17 口腔処理システムに使用するための組成物を提供する
18 複雑な機械操作を不要にし 直感的な操作化
19 器具全体の構成を極めて簡単化
20 狭い口腔内での操作を容易に行う
21 家庭で自由に簡便に使用することができる
22 簡便に練歯磨きを絞出すことができる
23 容易に携帯して使用することができる
24 片手で楽に歯磨きを行うことができる

簡便に練歯磨容器を挿入することができる
26 歯磨き剤が正しく供給される

ブラ シ交換時に歯磨き剤が漏れ出さない
27 口腔ケア組成物の連続的且つ一様な分配を提供する
28 カ バー部材の取り扱いが簡単

29 ジェ ル状歯磨き剤が乾燥したり、変質化するのが防止さ

補充物質の乾燥防止・ポンプ故障防止

衛生 口腔用器具に付着した菌の除去 衛生 ○

製造性 30 組立て作業に要する時間が大きく減少 製造性 ○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 c d g j k l m

加圧室４内

部では還

流してきた

液体と流入

した気体が

混合状態

となり 羽

こ の軸流

羽根１２１

は、小型、

高揚程の

外部駆動

形ライン ポ

ンプを実現

【発明が解

決しようと

する課題】

従来の技

術では、ポ

ン プの給

水または

【請求項６】

気泡検知

手段が光

透過度セン

サーを備

え、 光透過

度変化を検

注入された

水を酸性水

とアルカリ

水とに電気

分解して、

各々を異な

る流路から

自吸式ポン

プは、一般

的に起動

時には羽

根車の撹

拌作用によ

り気液混

図４におい

て、画像形

成装置は、

Ｎｉ（ニッケ

ル）等から

なる閉ルー

プ状のベル

【構成】 被

検査びん１

に散乱光を

照射する

光源７と、

該光源７に

より照射さ

【０００５】

また、運転

可能条件

の検出以

外では、外

気 湿度を

無視し 外

【産業上の

利用分野】

本発明は、

水道水、井

戸水などの

原水を電気

分解して

57)【要約】

【目的】 運

転開始初

期から微小

な濁り成分

までを容易

に濾過し

【発明の属

する技術

分野】本発

明は水道

水、井戸水

等の 原水

を電気分解

給

排

水

機

能

付

歯

ブ

給

排

水

機

能

付

口

腔

電

動

歯

ブ

ラ

シ

及

び

歯

ブ

ラ

シ

装

置

歯

ブ

ラ

シ

口

腔

ケ

ア

ー

の

た

め

す

す

ぎ

の

出

来

る

介

介

護

用

口

腔

洗

浄

器

歯

ブ

ラ

シ

お

よ

び

歯

オ

ー

ラ

ル

ケ

ア

装

置

歯

科

衛

生

用

装

置

口

腔

ケ

ア

支

援

機

器

介

護

用

洗

浄

装

置

口

腔

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

洗

口

液

の

噴

霧

器

を

口

腔

内

清

掃

装

置

ジ

ェ

ル

状

歯

磨

き

剤

流

体

用

連

結

具

ワ

ッ

シ

ャ

ー

レ

ス

３

歯

ブ

ラ

シ

本

体

及

び

個

人

使

用

の

機

器

の

歯

ブ

ラ

シ

の

カ

バ

ー

歯

磨

き

を

内

蔵

し

た

口

腔

ケ

ア

組

成

物

携

帯

用

歯

ブ

ラ

シ

口

腔

用

組

成

物

及

び

液

体

歯

磨

剤

組

成

物

水

噴

出

式

電

気

式

超

口

腔

用

器

具

及

び

該

光

源

付

き

電

動

歯

ブ

特開2000-

274388

特開2000-

314390

特開2001-

123996

特開2001-

280286

特開2004-

000828

特開2004-

019546

特開2005-

266654

特開平05-

126761

特開平06-

034244

特開平08-

132040

特開平09-

056614

特開平10-

000472

自吸式ポン

プ
ポンプ ポンプ

ターボ型ポ

ンプ

冷却機能

付アルカリ

イオン整水

器

遠心型

シールレス

ポンプ及び

その軸受

画像形成

装置

空びん分

別装置

人工降雪

装置と雪質

制御方法

イオン水生

成器

循環温浴

器

電解水生

成装置

(57)【要約】 【課

題】従来の自吸

式ポンプは、再

自吸に必要な水

量を残す補水容

積を確保するた

め、非自吸式ポ

ンプと比べサイ

ズが大きくなる

課題があった。

また、吸込口ま

(57)【要約】 【課

題】本発明は回

転数を変化させ

て運転しても効

率が高く、異物

が混入していて

も破砕でき、小

型、高揚程化が

可能なポンプを

提供することを

目的とする。

(57)【要約】 【課

題】配置上の制

約を受けること

なく機器に付帯

できるとともに高

温の水を取り扱

う場合でも大型

化することなく

発熱部を冷却で

きるポンプを提

供することを目

 

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

吐出配管の配

置方向によら

ず、小型であっ

ても運転中に滞

留した気泡を速

やかに排出でき

るターボ型ポン

プを提供するこ

とを目的とする。

(57)【要約】 【課

題】水道水等か

らの水を酸性水

とアルカリ水とに

分解し、冷却し

て吐水するため

には、冷水を貯

水しておいたり、

大型の冷却装

置を備えており、

雑菌の繁殖や

(57)【要約】 【課

題】本発明は、

無通水運転中に

おける軸受の端

面摩耗を低減で

きる小型の遠心

型シールレスポ

ンプとその軸受

摩耗低減方法を

提供することを

目的とする。

(57)【要約】 【課

題】画像形成装

置の中間転写

体およびこれを

クリーニングす

る中間転写体ク

リーニング手段

の磨耗を低減さ

せつつ中間転

写体に付着した

汚染物質を確実

(57)【要約】 【目

的】ガラスびん

を自動的に色分

別可能とした。

【構成】被検査

びん１に散乱光

を照射する光源

７と、該光源７に

より照射された

被検査びんを撮

影するＣＣＤカメ

(57)【要約】 【目

的】本発明は外

気温度に加えて

外気湿度を考慮

し、適格な雪質

管理を行うこと

のできる人工降

雪装置及び雪

質制御方法を提

供することを目

的とする。 【構

(57)【要約】 【目

的】電解水の成

分濃度を均一に

保つとともに、電

気分解によって

生ずる水素や酸

素や塩素ガス

等が隔膜保持

体の枠体部に滞

留するのを防ぐ

ことを目的とす

(57)【要約】 【目

的】運転開始初

期から微小な濁

り成分までを容

易に濾過し、簡

単な方法で浴水

を殺菌すること

ができ、アストリ

ンゼント効果が

得られる小型で

メンテナンスが

(57)【要約】 【課

題】強酸性水を

生成する電解水

生成装置におい

ては、原水に食

塩水を混合希釈

してこれを電解

槽で電解して強

酸性水とアルカ

リ水を作るが、

アルカリ水が酸

【発明の効果】

以上の説明より

明らかなように、

【発明の効果】

本発明の請求

項１に記載の発

【発明の効果】

本発明では、ド

ライブ手段が発

【発明の効果】

請求項１に記載

された発明は、

【発明の効果】

以上の説明より

明らかなように、

【発明の効果】

以上のように本

発明の遠心型

【発明の効果】

【００３５】 本発明

によれば、ク

【発明の効果】

本発明は上記

の如く構成され

【発明の効果】

（１）本発明によ

る人工降雪装置

【発明の効果】

以上から明らか

なように本発明

【発明の効果】

以上の実施例

から明らかなよ

【発明の効果】

本発明の電解

水生成装置は、
【課題を解決す

るための手段】

この課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、流体

【課題を解決す

るための手段】

上記課題を解決

【課題を解決す

るための手段】

本発明は前記

【課題を解決す

るための手段】

この目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

【００３０】 この課

【課題を解決す

るための手段】

本発明では前述

【課題を解決す

るための手段】

スノーガンに接

【課題を解決す

るための手段】

上記目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

上記目的を達成

【課題を解決す

るための手段】

本発明は、上記

#

1 ○ ワッシャ―でスペースを設けないと適当な空間が得られないが、を用いると製造がしにくい

2 ○ 排水が適切に行われないと、水が口腔内に溜り、不快感を与え、咽頭部へ垂れて誤飲してしまう

○ 3 ○ 　 吸引口がヘッド部の刷毛の両側（ ２ 箇所） に設けられているため、ヘッド部の幅方向の寸法が広くなる

4 ○ 　 口腔ケア専用機器は複雑構成で高価

5 ○ 　 給水パックの管理が煩雑、吊るすための支柱が必要で大掛かりになる

○ ○ 6 ○ 　 吸引管と、洗浄液給液管とが外部に設けられ、操作が容易ではない

7 ○ 歯ブラシに給水及び排水の水路を設けたいが、内部に配置すると製作に手間がかかり高コストとなる

8 ○ 手に水気があると滑るので内臓された歯磨きが押出されにくい

9 ○ すすぐ力もないお年寄り等の口の中をすすぐのは意外に大変で煩わしい

○ 10 ○ 低コスト化と直感的操作化の改善が必要

11 ○ 電気式にはは感電の危険と持ち運び性の悪さ、給水栓直結では調整が不便

12 ○ 歯ブラシからの通水をO N - O F Fする操作を片手で行うことができず、作業が非効率

13 　 ○ 誤嚥等の緊急事態が生じた場合に、施術者単独で直ちに対応することが難しい

○ ○ ○ ○ 14 　○ 口内のゆすぎに手間取るとともに、口内の歯磨き粉、食べかす等の完全除去に時間を要する

○ 15 ○ 圧縮空位を使いたいが大掛かりになり、スラリー原料を保持すると大きくなる

○ 16 ○ 流水や吐き出すことを要求されず、飲み込む必要が無く、息を爽やかにする

○ ○ ○ 17 ○ ブラッシング中に、歯に放出できる空気－液体混合物を生成

○ ○ ○ 18 ○ 微粒子が混入されたスプレイは効果が高いが、一般の人が、家庭において自由に使用できない

○ ○ 19 ○ 水量が少ないと超音波のキャビテーションが弱くなる

○ 　 ○ 20 ○ 美白口腔ケアに十分な強度の光を使用するには、専門的な診療室での実施に限られていた

○ ○ ○ ○ ○ 21 ○ 口腔用器具に付着した菌は除去しなければならないが、人体や環境に悪影響があってはいけない

22 ○ 歯ブラシの上で形態を維持し、歯の上に一様且つ滑らかに分配されることが望ましい

23 ○ 粘性が大きいと輸送圧力が増大する

24 ○ 高分子泡安定剤は泡立ちが部分的に補われるが、増粘をもたらす

25 ○ カートリッジ交換においてカバーが不便

26 ○ 途中分離構造としたいが、切り離された時に流出を防止したい

27 ○ 練歯磨き容器の挿入及び取外しの簡単化および簡単な構造化

28 ○ 練り歯磨き剤を付けるにおいて片手で操作できず時間ロスが発生

29 ○ 即座に使用できる歯磨き剤付きがいいが、乾燥したり変質化する

30 ○ 膜式ポンプは安価であるが内容物が乾燥してしまう

　

多層バリアフィルムの補充パックと手動ポンプの構成

#

Goldfire
検索

引用抽出

文書タイトル

発明の名称

要約

発明の効果

手段

給水して超音波付与

美白作用剤と光エネルギーの組み合わせ

光触媒活性及び有機物吸着能を有する材料が、練り込みまたは表面コーティングされている

分配に望ましいレオロジー特性を有する歯磨剤

小さい力のポンプ輸送手段を用いて輸送されるのに最適な粘度にする

高分子量ポリオキシエチレン界面活性剤は粘度を悪くすることなく、泡立ち性能を向上させる

水平動作を昇降動作に変換するポンピング機構

手動ポンプと歯ブラシを直結し、すすぎ水供給

安価な手動部品による構成、給水用指圧ポンプ

調整機能付き給水栓直結方式の水噴霧

指サック型ブラシと手元水路操作

歯ブラシに、給水操作を行うための給水ボタンを設けた

光

増

感

作

用

発明の手段・工夫（技術転用、応用）
軟質材料の膨張性を用いてワッシャ無しで部品を固定する

給水口に近接して排水口を設けた歯ブラシ

ブラシ面以外に吸引口を設け、連通して設けられた排出通路
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定
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内
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器
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バ
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内
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変

形
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の

力

で

水
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組

成

物

の

構

成

が

レ

柔らかさが異なる部位を有するハンドル外装と練り歯磨きチューブの内蔵

グリップ部内に水歯磨を収納し、該水歯磨を適宜の手段をもってブラシ部に供給する

多層バリアフィルム包袋 に加えて、さらに樹脂フィルム がブラシ部 に被覆されている

液体カートリッジアクセスのいいハンドル部分のカバー構造

漏れだしすることなしに流路分離可能な弁構造

空気圧縮機と、噴霧用アプリケーターをもちいてスラリーと空気を噴霧

さわやかミストを供給する噴霧ポンプ内蔵

空気－液体混合物用アプリケータヘッド構造

マイクロバブル発生及び循環

噴射ノズルに水を供給する洗浄水供給具

シリンダによる給水と手動又は足踏みによる吸引器

給水チューブと径の太い排水チューブ

給水と排水の装置を内蔵した電動歯ブラシ

孔を設けた歯ブラシ装着用背板

マ

イ

ク

ロ

バ

ブ

ル

噴

ミ

ス

ト

発

生

空

気

・

液

体

混

合

物

片

手

操

作

給

水

調

整

解決された矛盾モデル　　または　　有用作用の改善

光

増

感

作

用

○保存性

製造・保管

保存性

○ ○ ○○ ○○○

○

操作容易性 操作容易性 ○ ○

○○ ○作業性 作業性 ○○ ○

○ ○ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ性 クリーニング性 ○ ○○

○ ○

安全性

口腔内の浄化

安全性

快適性 快適性 ○○

○○

新たな提案その１

給水部に薄い塩水を供給して強酸性水を生成する電解層を組み込み、

◆ 弱い運転ですすぎ時に口腔内の除菌を促す強酸性水を提供、

◆ 強い運転の強酸性水で器具内部を除菌清浄する衛生的システムを提供

新たな提案その２

◆ 自吸性と気泡排出運転が可能な小型のラインポンプで、負圧吸引器不要、

◆ 気泡や食べかすなどの異物を含むすすぎ水を排出できるコンパクトな

システムを提供

新たな提案その３

◆ 空気ポンプ不要で自吸性を有するポンプで気水混合と比率可変調整し、

◆ ペルチェ素子と保温材で体温より若干高いまたは低い温度の噴水

を供給し、清涼感や癒し感を得ることができるシステムを提供

● ●

● ● ●

● ● ●
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自社知財 
発掘発明 

ニーズ情報 
としての 
効能効果 

効果を生成する 
（原理的）しくみ, 

作用力 

効能効果 
 vs. 

 しくみ・作用力 
相関マトリクス 

解決された 
矛盾や 

不足作用 

技術手段・工夫  
    vs.  

自社の発掘発明 
 

相関マトリクス 

② ③ 

 

自社の発掘発明 
vs.  

（新たな）顧客価値 
相関マトリクス 

④ ① 

先行特許から 
価値創出の 
しくみ学習 

自社知財 
の棚卸し 

発明を発掘 

発掘発明の 
結合・融合 

新たな価値創出 

■ Four Twist マトリクス を用いた新たなプロセス 

活用された 
手段・工夫 

（技術転用、応用の 
参照情報） 

④ ① 

③ ② 

実施例から具現化の 
工夫や転用・応用 

の知見を獲得・学習 

参入領域 
価値創出 
しくみ学習 

転用・応用 
知見を獲得 

発明 
を発掘 

結合・融合 
価値を創出 アプローチ全体を振り返り 

しくみ・作用力  
Vs.  

技術手段・工夫 
 

相関マトリクス 



Four Twist Matrixによる自社知財・発明発掘の効果 
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◆ 公開特許、発明に基づくので、技術者も論理的に進められる 

◆ 技術手段やテクノロジーだけに目を向けず、先行発明から 
   転用や応用の仕方を学び取り、ニーズ対応を深く理解・学習できる 

◆ 学習した転用や応用や工夫の情報をもって社内発明を棚卸しするので、 
   活用可能な発明を、専門分野外も含めて数多く発掘することができる 

◆ 一般的に「新たな顧客価値」を創造することは困難なことであるが、 
   本アプローチでは、発掘した発明の結合・融合＆ＴＲＩＺ思考を通じて 
   ロジカルな検討が可能で、新たな価値創造が格段に強化される 

◆ ここからのアウトプットで、本気でマーケットリサーチに行ける 



ま と め 
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◇ 多数の休眠発明を俯瞰的に発掘して新たな顧客価値の提供を 
   ロジカルに検討推進できる 「Four Twist ﾏﾄﾘｸｽ ｱﾌﾟﾛｰﾁ」を提案し、 
   身近な商品分野への適用事例で紹介した 
 
 
◇ 社内の新規テーマ起案の場面に対しての適用と効果の評価、実践上 
     の工夫をしつつ、横展開に取り組み中 
  
 
◇ 今後は、事業展開などの戦略検討シーンにおける実践活用などにも 
     挑戦し、知財および発明の大規模発掘ツールとしての適用拡大で貢献 



ご清聴いただきまして、 
ありがとうございました 
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「未活知財を覚醒させ、新たな顧客価値 
                      を創造する実践的アプローチ」 

－ Four Twist Matrix による社内知財発掘～新たな顧客価値創造 － 

ソニー株式会社  永瀬 徳美 
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